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第3章 事前調査対象範囲 

 

事前調査対象範囲（以下、「調査範囲」とする。）は、事業の立地に際して、特に配慮す

べき事項を明らかにするために必要な情報（地域の環境特性）を把握できる範囲とする。 

調査範囲は、事業の実施に伴う大気環境等の影響や、景観資源や植物の生育・動物の生息

環境への影響を考慮し、事業計画地中心から8km四方の範囲とした。 

調査範囲は、図3-1に示すとおりである。事前調査に用いた資料は、令和4年4月現在で最新

のものとした。 

なお、対象事業は平成13年より継続して産業廃棄物処理施設運営を行っているものの増設

計画であることから、全体面積から既許可事業区域を除いた約10.2haを増設事業区域（対象

事業計画地）とした。 
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図3-1 事前調査対象範囲 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 



67 

第4章 事前調査結果 

 

4.1 水象 

調査範囲の主要な河川及び水象の状況は、表4-1及び図4-1に示すとおりである。 

対象事業計画地の南側約1.2kmには一級河川広瀬川があり、調査範囲を西側から東側

へと流れている。また、対象事業計画地の南側約500mには普通河川不動沢、南側約600m

には普通河川大栗沢川、南東側約500mには普通河川大滝沢が流れ、対象事業計画地の南

東側で広瀬川に合流している。 

また、仙台市では、「宮城県公害防止条例」及び「工業用水法」に基づき地下水採取

規制を行っているが、対象事業計画地は地下水採取規制地域の対象外である。 

表4-1 主要な河川 

種別 河川名 総延長(m) 

一級河川 広瀬川 40,035 

 大倉川 19,636 

 芋沢川 8,000 

 青下川 7,600 

 斎勝川 7,409 

準用河川 赤坂川 7,800 

 蒲沢川 3,400 

 堀切川 2,315 

 白沢川 2,210 

普通河川 大栗沢川 ― 

 不動沢 ― 

 大滝沢 ― 

出典：「宮城県河川・海岸図」（平成29年3月、宮城県） 

注）普通河川は出典に記載がないため、地形図から読み取った。 
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図4-1 水象の状況 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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（１）水源地 

調査範囲における取水施設は、図4-2に示すとおりである。 

仙台市における上水は、宮床ダム、七北田ダム、釜房ダムなどの6ヶ所のダム、大倉川、

熊沢、元木沢の3河川、滝原水源、野尻水源の2ヶ所の湧水を水源とし、取水している。 

調査範囲には、水源となる大倉ダムと青下ダム、大倉川がある。 

また、調査範囲では、広瀬川、斎勝川及び芋沢川に農業用の堰・揚水機場等が設置さ

れている。 
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図4-2 河川取水施設図  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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（２）湧水 

「令和2年度仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」（令和3年3月、仙台市）

によれば、仙台市内において12箇所の湧水が確認されており、このうち11箇所の現存が

確認されている。なお、調査範囲に湧水はない。 

 

（３）自然性の高い水辺地 

調査範囲における自然性の高い水辺地としては、図4-14に示すヨシクラス等の植生自

然度の高い植生が広瀬川及び大倉川河畔に分布している。 
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4.2 地形・地質 

（１）地形 

調査範囲の地形の状況は、図4-3に示すとおりである。 

仙台市の地形は、西部の奥羽山脈東麓に沿って広がる陸前丘陵、中央部を西から東に

流下する七北田川、広瀬川、名取川の各河川沿いに発達する河岸段丘、東部の仙台湾に

沿って広がる沖積平野に大別され、西側から東側に移行するにつれて標高が低くなって

いる。 

対象事業計画地は、広瀬川沿いの砂礫台地、段丘（上位面）に位置している。 

 

（２）地質 

調査範囲の地質の状況は、図4-4に示すとおりである。 

調査範囲には未固結堆積物が広く分布している。対象事業計画地は、ほぼ未固結堆積

物の砂・礫（河岸段丘堆積物）が分布する。 
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図4-3 地形分類図  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-4 表層地質図  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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（３）注目すべき地形・地質 

調査範囲における注目すべき地形・地質は、表4-2及び図4-5に示すとおりである。 

対象事業計画地の南側約300mに河岸段丘及び段丘崖である愛子盆地の広瀬川左岸一

帯があり、東側約700mに活断層地形である愛子が広がっている。なお、対象事業計画地

に注目すべき地形・地質はない。 

 

表4-2 注目すべき地形及び地質 

番

号 

地域 

区分 
名称 

出典 
備考 

1 2 3 

1 

西部 

丘陵地 

・田園 

蕃山丘陵 〇 〇  
丘陵地形の典型例で学術上重要、かつ動植物の

重要な生育地 

2 月山池・サイカチ沼 〇   丘陵地内の湖沼景観 

3 愛子 〇  〇 活断層地形 

4 
愛子盆地の 

広瀬川左岸一帯 
〇   河岸段丘及び段丘崖 

5 白沢（熊ヶ根） 〇   

古仙台湖の湖底付近である。湖成層の白沢層の

うち、凝灰質シルト岩や軽石混細粒凝灰岩等の

地層や、級化層理などの独特の構造がみられ

る。 

注）表中の番号は、図4-5に対応する。 

出典1：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 

出典2：「日本の地形レッドデータブック第1集」 

（平成12年12月、日本の地形レッドデータブック作成委員会） 

出典3：「日本の典型地形 都道府県別一覧」（令和4年4月閲覧、国土地理院ホームページ） 
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図4-5 注目すべき地形及び地質  

注）図中の番号は、表 4-2 に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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（４）災害の危険箇所 

調査範囲における災害の危険箇所は、図4-6～図4-8に示すとおりである。 

調査範囲には、丘陵地と台地の境界に沿って土石流危険区域及び土砂災害警戒区域

（土石流）等が点在している。なお、対象事業計画地に災害の危険箇所はない。 
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図4-6 土砂三法指定区域  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-7 土砂災害危険箇所  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-8 土砂災害警戒区域等  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 



81 

4.3 植物 

（１）注目すべき植物種の状況 

仙台市は、海岸から奥羽脊梁山脈まで市域が広がっており、丘陵地帯は暖温帯と冷

温帯の間に位置する中間温帯と呼ばれる領域で、しかもその領域が広い面積を占める

ことが特徴である。この領域ではモミ－イヌブナ林の発達がみられ、暖地系の植物、

寒地系の植物の両方が見られるなど、植物相は非常に多様である。 

調査範囲内における注目すべき植物種の状況は、「令和3年度仙台市自然環境に関する

基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市）において、｢保全上重要な種」に挙げられてい

る種のうち、対象事業計画地が「西部丘陵地・田園地域」に位置し、調査範囲内に「山

地地域」及び「市街地地域」を含んでいることから、該当する地域区分である「西部丘

陵地・田園地域」、「山地地域」及び「市街地地域」（表4-3参照）における減少種を「注

目すべき植物種」として抽出した。また、既設処分場増設時に産業廃棄物処理施設変更

許可申請に伴い自然環境影響調査を実施しており、「第3期調査（平成23年～平成24年）」

（図4-9参照）及び「第4期調査（平成27年～平成28年）」（図4-10参照）における現地

調査で確認された種についても合わせて整理し、抽出した。なお、国及び宮城県のレッ

ドデータ等については、最新のもの（令和4年4月現在）に基づきカテゴリーの再整理を

行った。 

調査範囲における注目すべき植物種は表4-5～表4-12に示すとおりであり、確認され

た種数は323種であり、うち環境省レッドリスト種は78種、県レッドリスト種は199種で

ある。 

 

表4-3 注目すべき種（減少種）の地域区分 

番号 地 域 区 分 

(1) 山地地域 

 

(2) 西部丘陵地・田園地域 

(3) 市街地地域 

(4) 東部田園地域 

(5) 海浜地域（後背の樹林帯も含む） 

※対象事業計画地は「(2) 西部丘陵地・田園地域」に位置している。 

出典：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 
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表4-4 保全上重要な植物種 

判断基準 
番号・ 

記号 
説明 

仙
台
市
に
お
け
る
保
全
上
重
要
な
種
の
区
分 

学術上重要種 

1 
仙台市において、もともと稀産あるいは希少である種。あるいは生息地・生育地

がごく限られている種。 

2 仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となっている種。 

3 仙台市が模式産地（タイプロカリティー）となっている種 

4 
1、2、3 には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種（継

続的に観察・研究されている個体群が存在する種など）。 

注

目

種 

減少種 

EX 
絶滅。過去に仙台市に生息したことが確認されており、飼育・栽培下を含め、仙

台市では既に絶滅したと考えられる種。 

EW 
野生絶滅。過去に仙台市に生息していたことが確認されており、飼育・栽培下で

は存続しているが、野生ではすでに絶滅したと考えられる種。 

A 
現在ほとんど見ることができない。あるいは近い将来ほとんど見ることができな

くなるおそれのある種。 

B 減少が著しい。あるいは近い将来著しい減少のおそれがある種。 

C 
減少している、あるいは存続基盤が脆弱で、生息・生育条件の変化によっては上

位ランクに移行する要素を有する種。 

+ 普通に見られる。あるいは近い将来減少のおそれがある種。 

／ もともと生息・生育しない可能性が非常に大きい。 

環境指標種 ○ 
本市の各環境分類における環境を指標する種。（ビオトープやミティゲーション

における計画・評価のための指標） 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等 

国 RL（「環境省レッ

ドリスト 2020」（令

和 2 年 3月、環境省）

掲載種） 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 

CR 絶滅危惧ⅠA 類 

EN 絶滅危惧ⅠB 類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 絶滅のおそれのある地域個体群 

県 RL（「宮城県の希

少な野生動植物-宮

城県レッドリスト

2022 年版-」（2022 年

3 月、宮城県）掲載種） 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

要 要注目種 

天記、種保存法 

特天 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号)における特別天然記念物 

天 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号)における天然記念物 

国内 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成

4 年法律第 75号)における国内希少野生動植物 

国際 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成

4 年法律第 75号)における国際希少野生動植物 

出典：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 
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図4-9 第3期調査における調査範囲  
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図4-10 第4期調査における調査範囲  
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表4-5 注目すべき植物種(1/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 ｲﾜﾋﾊﾞ ｲﾜﾋﾊﾞ   1 B B    ○    

2 ﾐｽﾞﾆﾗ ﾐｽﾞﾆﾗ   1  B  A   NT NT  

3 ﾄｸｻ ｲﾇｽｷﾞﾅ     B  B      

4 ｾﾞﾝﾏｲ ﾔｼｬｾﾞﾝﾏｲ   1 C C      NT  

5 ｺｹｼﾉﾌﾞ ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ    B B      NT  

6 ｻﾝｼｮｳﾓ ｻﾝｼｮｳﾓ   1   EX A A  VU NT  

7 ｲﾉﾓﾄｿｳ ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ   1,2  B C C      

8 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ｺﾀﾆﾜﾀﾘ     B        

9 ﾋﾒｼﾀﾞ ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ●  2  B B B      

10 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ● ●   C  C      

11  ｸｻｿﾃﾂ ● ●   B  C      

12 ﾒｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ     C      NT  

13  ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ   2   A     CR+EN  

14 ｵｼﾀﾞ ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ ● ●   B    ○    

15  ｵｼﾀﾞ ● ●   B        

16  ﾆｵｲｼﾀﾞ   1,4 B       VU  

17  ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ● ●   B        

18  ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ ● ●   B        

19  ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ ● ●   B    ○    

20 ｳﾗﾎﾞｼ ﾋﾒｻｼﾞﾗﾝ   1 B       VU  

21  ｴｿﾞﾃﾞﾝﾀﾞ    B       VU  

22  ｲﾜｵﾓﾀﾞｶ   1 B       VU  

23 ﾏﾂ ﾓﾐ ● ●   C    ○    

24  ｷﾀｺﾞﾖｳ   4 B         

25  ﾊｲﾏﾂ   1,4 C     ○    

26 ｲﾁｲ ｶﾔ     B        

27 ﾏﾂﾌﾞｻ ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾐｼ     A      CR+EN  

28 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ      C C    NT  

29  ﾄｳｺﾞｸｻｲｼﾝ     B    ○    

30 ｸｽﾉｷ ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ   1,2  B        

31  ｼﾛﾀﾞﾓ ● ● 2  ＋  ＋ ＋ ○    

32 ｻﾄｲﾓ ﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳ     B    ○    

33  ﾋﾒｻﾞｾﾞﾝｿｳ     B  C      

34 ｵﾓﾀﾞｶ ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ  ●   C  B  ○    

35  ｻｼﾞｵﾓﾀﾞｶ     C  B  ○  NT  

36  ｱｷﾞﾅｼ     C  B  ○ NT VU  

37  ｳﾘｶﾜ     A  A  ○  NT  

38  ｵﾓﾀﾞｶ ● ●   C  B  ○    

39  ﾎｿﾊﾞｵﾓﾀﾞｶ     C  B  ○    

40 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｸﾛﾓ     B  A  ○    

41  ｲﾄﾄﾘｹﾞﾓ   1  B  A   NT NT  

42  ﾎｯｽﾓ    B       VU  

43  ﾄﾘｹﾞﾓ   1  B  A   VU CR+EN  

44  ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ   1  B  B   VU VU  

45 ﾋﾙﾑｼﾛ ｲﾄﾓ   1  C  B   NT NT  
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表4-6 注目すべき植物種(2/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

46 ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ     B  B  ○    

47  ｺﾊﾞﾉﾋﾙﾑｼﾛ     C  B  ○ VU VU  

48  ﾋﾙﾑｼﾛ  ●   C  B  ○    

49  ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ     C  B  ○    

50  ｶﾓｶﾞﾜﾓ     C  B  ○    

51  ｾﾝﾆﾝﾓ     C  B  ○  VU  

52  ｵﾋﾙﾑｼﾛ     C  B  ○    

53  ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ     C  B  ○  VU  

54 ｼｭﾛｿｳ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ     B    ○    

55 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ     A      VU  

56 ﾕﾘ ｶﾀｸﾘ ● ●   B B B      

57  ｺｵﾆﾕﾘ     B  B B     

58  ﾐﾔﾏｽｶｼﾕﾘ   1 A  B    EN VU  

59 ﾗﾝ ｺｱﾆﾁﾄﾞﾘ   1 A      VU CR+EN  

60  ｴﾋﾞﾈ   1  A     NT VU  

61  ｷﾝｾｲﾗﾝ   1  B     VU CR+EN  

62  ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ   1  B     VU CR+EN  

63  ﾕｳｼｭﾝﾗﾝ   1  B     VU NT  

64  ｷﾝﾗﾝ   1 B B     VU VU  

65  ｼｭﾝﾗﾝ ● ●   C  C  ○    

66  ｺｱﾂﾓﾘｿｳ   1  B     NT VU  

67  ｸﾏｶﾞｲｿｳ   1 B A     VU CR+EN  

68  ｱﾂﾓﾘｿｳ   1  A     VU CR+EN 国内 

69  ｾｯｺｸ   1 EX EX      CR+EN  

70  ｱｵｽｽﾞﾗﾝ   1  A      VU  

71  ｶﾓﾒﾗﾝ   1 B      NT CR+EN  

72  ｵﾉｴﾗﾝ   1 B         

73  ﾏﾂﾗﾝ   1  B   B  VU CR+EN  

74  ｼﾛﾃﾝﾏ    A A     CR CR+EN  

75  ｵｵﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ   1  B     EN CR+EN  

76  ﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ   1  A  B   VU CR+EN  

77  ｷﾞﾎﾞｳｼﾗﾝ   1 C      EN CR+EN  

78  ｼﾞｶﾞﾊﾞﾁｿｳ     C      NT  

79  ｸﾓｷﾘｿｳ   1,4  B   B     

80  ﾉﾋﾞﾈﾁﾄﾞﾘ    B       VU  

81  ｺﾌﾀﾊﾞﾗﾝ     A      CR+EN  

82  ﾀﾝｻﾞﾜｻｶﾈﾗﾝ   1  A A    EN CR+EN  

83  ｻｶﾈﾗﾝ   1 A      VU CR+EN  

84  ﾐﾔﾏﾓｼﾞｽﾞﾘ   1 B     ・  CR+EN  

85  ﾋﾅﾁﾄﾞﾘ   1  A     VU CR+EN  

86  ｻｷﾞｿｳ   1 B A     NT CR+EN  

87  ﾐｽﾞﾁﾄﾞﾘ    B B      VU  

88  ﾂﾚｻｷﾞｿｳ    B B  A    VU  

89  ﾔﾏｻｷﾞｿｳ    B       VU  

90  ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ     B      VU  
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表4-7 注目すべき植物種(3/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

91 ﾗﾝ ﾄｷｿｳ   1  A     NT VU  

92  ﾔﾏﾄｷｿｳ     A A     CR+EN  

93  ｳﾁｮｳﾗﾝ   1 B A     VU CR+EN  

94  ﾈｼﾞﾊﾞﾅ ● ●   B  B  ○    

95  ｶﾔﾗﾝ   1  B   B   VU  

96  ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ    C C C C C   NT  

97  ｼｮｳｷﾗﾝ   1 B       CR+EN  

98 ｷﾝﾊﾞｲｻﾞｻ ｺｷﾝﾊﾞｲｻﾞｻ   1,2   EX     EX  

99 ｱﾔﾒ ﾉﾊﾅｼｮｳﾌﾞ   1  C    ○    

100  ﾋﾒｼｬｶﾞ     B B   ○ NT NT  

101  ｶｷﾂﾊﾞﾀ   1  B  A   NT VU  

102  ｱﾔﾒ     C   C   NT  

103 ｽｽｷﾉｷ ｾﾞﾝﾃｲｶ     B B B      

104 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾔﾏﾗｯｷｮｳ      B     VU  

105 ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｽｽﾞﾗﾝ     B      VU  

106  ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ     C   ＋ ○    

107  ﾕｷｻﾞｻ     C    ○    

108  ｵｵﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ● ●   B   C     

109 ｶﾞﾏ ﾐｸﾘ   1  B  B  ○ NT NT  

110  ﾔﾏﾄﾐｸﾘ   1  A  A   NT CR+EN  

111  ﾀﾏﾐｸﾘ   1 A      NT CR+EN  

112  ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ   1  A  A   NT NT  

113  ﾋﾒﾐｸﾘ   1  B     VU VU  

114  ﾋﾒｶﾞﾏ  ●   C C C      

115  ｶﾞﾏ ● ●   C C C  ○    

116 ﾎｼｸｻ ﾎｼｸｻ   1 C       NT  

117 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｻﾅｷﾞｽｹﾞ     A      CR+EN  

118  ﾊｺﾈｲﾄｽｹﾞ     A      CR+EN  

119  ｵｵｶｻｽｹﾞ    B B        

120  ﾂﾙｶﾐｶﾜｽｹﾞ    C       NT  

121  ｵﾆﾅﾙｺｽｹﾞ    C    C     

122  ﾀﾁﾋﾒｸｸﾞ     B      VU  

123  ｵｵｼﾛｶﾞﾔﾂﾘ    C       NT  

124  ｻｷﾞｽｹﾞ    C C      NT  

125  ｶﾝｶﾞﾚｲ     B  B      

126  ｵｵﾌﾄｲ     C        

127  ﾌﾄｲ     B  B      

128  ｻﾝｶｸｲ     B  B      

129  ﾉｸﾞｻ     B      VU  

130  ｺｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ     B B     VU  

131 ｲﾈ ﾋﾒｺﾇｶｸﾞｻ    C C C    NT NT  

132  ﾔﾏｱﾜ ● ●   B   B     

133  ﾌｻｶﾞﾔ    B       VU  

134  ﾋﾅｻﾞｻ     B B    NT VU  

135  ｶｾﾞｸｻ ● ●   B C C  ○    
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表4-8 注目すべき植物種(4/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

136 ｲﾈ ｵｵｳｼﾉｹｸﾞｻ   4  B  B C ○    

137  ｳｷｶﾞﾔ      C C    NT  

138  ｵｷﾞ     C C C C ○    

139  ﾖｼ  ●   C C C C ○    

140  ﾂﾙﾖｼ     C C C  ○    

141  ﾀﾁｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ    B B B    EN VU  

142  ｽｽﾞﾀﾞｹ     C    ○    

143  ｹｽｽﾞ   1  B        

144  ﾋﾒｽｽﾞﾀｹ     C      NT  

145  ﾋｹﾞｼﾊﾞ    C C C     NT  

146  ﾏｺﾓ     B  B  ○    

147  ｼﾊﾞ     B B B  ○    

148 ｹｼ ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｹﾏﾝ   1  C     NT NT  

149  ﾔﾏﾌﾞｷｿｳ   1  B      NT  

150 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝｳｽﾞﾓﾄﾞｷ    C C     VU NT  

151  ｳｾﾞﾝﾄﾘｶﾌﾞﾄ    B B     VU VU  

152  ﾌｸｼﾞｭｿｳ   1  B      VU  

153  ﾆﾘﾝｿｳ     B  B  ○    

154  ｷｸｻﾞｷｲﾁｹﾞ ●   C B  B  ○    

155  ﾚﾝｹﾞｼｮｳﾏ   1  B      NT  

156  ｶｻﾞｸﾞﾙﾏ   1  B  B   NT VU  

157  ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ   1  B      NT  

158  ｼﾗﾈｱｵｲ    B B    ○  NT  

159  ｽﾊﾏｿｳ     B      NT  

160  ｵｷﾅｸﾞｻ   1  A     VU CR+EN  

161  ﾊﾞｲｶﾓ   1  B      NT  

162 ﾎﾞﾀﾝ ﾔﾏｼｬｸﾔｸ   1 B B     NT VU  

163  ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾔﾏｼｬｸﾔｸ   1 A A     VU VU  

164 ﾕｽﾞﾘﾊ ﾕｽﾞﾘﾊ   1,2  C  C C     

165 ｽｸﾞﾘ ｻﾞﾘｺﾐ   1 A       CR+EN  

166 ﾕｷﾉｼﾀ ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ    C B  B      

167  ｼｺﾀﾝｿｳ   1 A       CR+EN  

168  ﾕｷﾉｼﾀ  ●   B B       

169 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾐﾔﾏﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ    B       VU  

170 ﾀｺﾉｱｼ ﾀｺﾉｱｼ     B  C   NT NT  

171 ﾏﾒ ﾀﾇｷﾏﾒ      EX     CR+EN  

172  ｲﾜｵｳｷﾞ    A       NT  

173  ｴｿﾞﾉﾚﾝﾘｿｳ    C C C C C   NT  

174  ﾚﾝﾘｿｳ     B B B B   VU  

175  ﾂｸｼﾊｷﾞ     B  B  ○    

176  ﾄｷﾘﾏﾒ     C      NT  

177 ﾆﾚ ｵﾋｮｳ    C         

178  ｹﾔｷ ● ●  C C B B  ○    

179 ｱｻ ｴﾉｷ   4  B B B      

180 ｲﾗｸｻ ﾏﾙﾊﾞﾔﾌﾞﾏｵ   1  B      VU  
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表4-9 注目すべき植物種(5/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

181 ｲﾗｸｻ ﾄｷﾎｺﾘ   1  B B    VU VU  

182  ﾀﾁｹﾞﾋｶｹﾞﾐｽﾞ   2 A      VU CR+EN  

183 ﾊﾞﾗ ｻﾞｲﾌﾘﾎﾞｸ   1  B        

184  ｶｽﾐｻﾞｸﾗ ● ●   C    ○    

185  ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ    A       CR+EN  

186  ﾔﾏﾌﾞｷ     C    ○    

187  ﾋﾛﾊﾉｶﾜﾗｻｲｺ     B     VU NT  

188  ｴﾁｺﾞｷｼﾞﾑｼﾛ    B B      YO  

189  ﾀｶﾈﾊﾞﾗ    C       NT  

190  ﾊﾏﾅｽ   4 / / / / B ○  NT  

191  ﾋﾒｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ    B       VU  

192  ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ     B     VU NT  

193 ﾌﾞﾅ ﾌﾞﾅ   4 C B        

194  ｲﾇﾌﾞﾅ ●  1,4  B    ○    

195  ｱｶｶﾞｼ   2  C C C C ○    

196  ﾐｽﾞﾅﾗ    C B        

197  ｱﾗｶｼ   1,2  C      YO  

198  ｼﾗｶｼ   2  C C C / ○    

199  ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ   2  C C C /     

200 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ ● ●   B B B  ○    

201 ｶﾊﾞﾉｷ ﾊﾝﾉｷ   1,4  C  B C ○    

202  ﾈｺｼﾃﾞ    C       NT  

203  ﾐｽﾞﾒ    C C        

204  ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ   4 C C        

205  ｻﾜｼﾊﾞ  ●  C B    ○    

206  ｱｶｼﾃﾞ ● ●  C B   / ○    

207  ｲﾇｼﾃﾞ ● ● 4 C B   C ○    

208 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ﾏﾙﾐﾉｳﾙｼ     B     NT VU  

209 ﾔﾅｷﾞ ﾄｶﾁﾔﾅｷﾞ   1 B       NT  

210  ﾈｺﾔﾅｷﾞ ●  4  C C   ○    

211  ｼﾗｲﾔﾅｷﾞ   1   B     VU  

212  ｷﾂﾈﾔﾅｷﾞ ●    C    ○    

213 ｽﾐﾚ ｷﾊﾞﾅﾉｺﾏﾉﾂﾒ    A       VU  

214  ﾋｺﾞｽﾐﾚ    A       CR+EN  

215  ｻｸﾗｽﾐﾚ   1  B        

216  ﾅｶﾞﾊｼｽﾐﾚ ●  1  B  B      

217  ﾌﾓﾄｽﾐﾚ   1  B      VU  

218 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ｵｼﾏｵﾄｷﾞﾘ    B B      VU  

219 ﾌｳﾛｿｳ ｺﾌｳﾛ   1 A       NT  

220 ﾐｿﾊｷﾞ ﾋﾒﾋﾞｼ     A     VU CR+EN  

221  ﾋｼ     B  B  ○    

222 ｱｶﾊﾞﾅ ｳｽｹﾞﾔﾅｷﾞﾗﾝ    A       CR+EN  

223 ﾑｸﾛｼﾞ ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ● ●   B    ○    

224  ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ     C        

225  ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ  ● 1  B        
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表4-10 注目すべき植物種(6/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

226 ﾑｸﾛｼﾞ ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ(広義) ● ●   C        

227  ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ  ●   C        

228  ﾄﾁﾉｷ ● ●  C C        

229 ﾐｶﾝ ﾐﾔﾏｼｷﾐ   1  C   C     

230 ｱｵｲ ｶﾗｽﾉｺﾞﾏ   1  A      NT  

231 ｱﾌﾞﾗﾅ ﾅｽﾞﾅ ● ●   B B B  ○    

232  ｴｿﾞﾊﾀｻﾞｵ      C     NT  

233  ﾊﾀｻﾞｵ      B B B   VU  

234 ﾀﾃﾞ ﾑｶｺﾞﾄﾗﾉｵ    A       NT  

235  ﾇｶﾎﾞﾀﾃﾞ      C C C  VU NT  

236  ﾐｿﾞｿﾊﾞ ● ●   C B C  ○    

237  ﾉﾀﾞｲｵｳ   1,4  C  C   VU NT  

238  ﾏﾀﾞｲｵｳ     A      CR+EN  

239 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ﾓｳｾﾝｺﾞｹ     C   C     

240 ﾅﾃﾞｼｺ ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ     C   C     

241  ﾀｶﾈﾅﾃﾞｼｺ    B       VU  

242  ﾅﾝﾌﾞﾜﾁｶﾞｲｿｳ   1  C     VU NT  

243  ﾅｶﾞﾊﾞﾂﾒｸｻ      EX EX EX   EX  

244 ｻｸﾗｿｳ ｸﾘﾝｿｳ   1 B B      VU  

245  ﾕｷﾜﾘｺｻﾞｸﾗ   1 C       NT  

246  ｻｸﾗｿｳ   1  A    ○ NT CR+EN  

247 ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ  ●   B B B B ○    

248 ｲﾜｳﾒ ｺｲﾜｳﾁﾜ   1,4 C C    ○    

249 ｴｺﾞﾉｷ ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ   1  A        

250 ﾂﾂｼﾞ ｳﾒｶﾞｻｿｳ     C  C C ○    

251  ｺﾊﾞﾉｲﾁﾔｸｿｳ    C       NT  

252  ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ● ●   C C  C ○    

253  ｼﾛﾔｼｵ    C C    ○    

254  ﾄｳｺﾞｸﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ   2  B        

255  ﾅﾂﾊｾﾞ     C        

256 ｱｵｷ ｱｵｷ ● ●   C C C C ○    

257 ｱｶﾈ ｵｵｷﾇﾀｿｳ    C       NT  

258 ﾘﾝﾄﾞｳ ｺｹﾘﾝﾄﾞｳ     A      VU  

259  ﾊﾅｲｶﾘ    C       NT  

260  ﾎｿﾊﾞﾉﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ   1  A     VU CR+EN  

261  ﾃﾝｸﾞﾉｺﾂﾞﾁ    C      NT NT  

262 ﾏﾁﾝ ｱｲﾅｴ     A      CR+EN  

263 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ｽｽﾞｻｲｺ   1  A     NT VU  

264 ﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ    / / /  B ○    

265 ﾑﾗｻｷ ﾑﾗｻｷ   1 A A     EN CR+EN  

266  ﾙﾘｿｳ     C      NT  

267 ﾓｸｾｲ ｲﾎﾞﾀﾉｷ  ●   B    ○    

268 ｵｵﾊﾞｺ ﾏﾙﾊﾞﾉｻﾜﾄｳｶﾞﾗｼ     B     VU VU  

269  ｱﾌﾞﾉﾒ     A      CR+EN  

270  ﾐﾁﾉｸｸﾜｶﾞﾀ    B       VU  
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表4-11 注目すべき植物種(7/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

271 ｵｵﾊﾞｺ ﾋﾖｸｿｳ    B       VU  

272  ｸﾜｶﾞﾀｿｳ     B      NT  

273  ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ   1   B    VU VU  

274  ｶﾜﾁﾞｼｬ   1   B B   NT NT  

275 ｼｿ ﾀｲﾘﾝﾔﾏﾊｯｶ     C        

276  ｷｾﾜﾀ    A      VU CR+EN  

277  ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ      C C    NT  

278 ｻｷﾞｺﾞｹ ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ     C  C  ○    

279 ﾊﾏｳﾂﾎﾞ ﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ    B B B     VU  

280  ｵｵﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ   1 B B        

281  ﾐﾔﾏｼｵｶﾞﾏ    B       VU  

282  ﾄﾓｴｼｵｶﾞﾏ    A       NT  

283  ｷﾖｽﾐｳﾂﾎﾞ   1 B       VU  

284 ﾀﾇｷﾓ ﾑｼﾄﾘｽﾐﾚ   1 A       NT  

285  ｲﾇﾀﾇｷﾓ  ● 1  B     NT NT  

286  ﾋﾒﾀﾇｷﾓ   1  A     NT CR+EN  

287  ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ   1  A  A   NT NT  

288 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ｸﾏﾂﾂﾞﾗ     B        

289 ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ ● ●   C   C     

290  ｿﾖｺﾞ   1,2  C      NT  

291 ｷｷｮｳ ｷｷｮｳ   1  B    ○ VU NT  

292 ｷｸ ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ ● ●   C    ○    

293  ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ     B    ○    

294  ｵｹﾗ     B    ○    

295  ｴｿﾞﾉﾀｳｺｷﾞ    B B      VU  

296  ﾋﾒｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ     B      VU  

297  ｷｸﾀﾆｷﾞｸ     C     NT NT  

298  ｲﾜｲﾝﾁﾝ   1,2 C       NT  

299  ｱｽﾞﾏｷﾞｸ   1  B    ○  VU  

300  ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ     C C    NT NT  

301  ﾀｶｻｺﾞｿｳ    B      VU VU  

302  ﾉﾆｶﾞﾅ      C     NT  

303  ｶﾜﾗﾆｶﾞﾅ      B    NT VU  

304  ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ    B       VU  

305  ｵｵﾆｶﾞﾅ   1  C      NT  

306  ｶｼﾜﾊﾞﾊｸﾞﾏ     B      VU  

307  ｱｷﾉﾊﾊｺｸﾞｻ    A      EN CR+EN  

308  ﾌﾎﾞｳﾄｳﾋﾚﾝ   1 C       NT  

309  ﾐﾔｺｱｻﾞﾐ   1  A      CR+EN  

310  ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ ● ●   C    ○    

311  ｱｵﾔｷﾞﾊﾞﾅ      A     CR+EN  

312  ｴｿﾞﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ● ●   C B B C ○    

313  ｵｶｵｸﾞﾙﾏ   1 A A      CR+EN  

314  ｵﾅﾓﾐ     B     VU VU  

315 ｳｺｷﾞ ｺｼｱﾌﾞﾗ ● ●  C C        
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表4-12 注目すべき植物種(8/8) 

No. 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

316 ｾﾘ ﾐｼﾏｻｲｺ   1  B     VU CR+EN  

317  ﾊﾅｳﾄﾞ     C  C    NT  

318  ﾀﾆﾐﾂﾊﾞ   1  C      VU  

319  ﾇﾏｾﾞﾘ   1   B B   VU VU  

320 ｽｲｶｽﾞﾗ ｸﾛﾐﾉｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ   1 A       NT  

321  ﾆｯｺｳﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ   1,2 B       VU  

322  ｵﾐﾅｴｼ ●    B  B  ○    

323  ﾏﾂﾑｼｿｳ   1 A A      VU  

 90科 323種 
41 

種 

45 

種 

128 

種 

107 

種 

245 

種 

61 

種 

90 

種 

38 

種 

81 

種 

78 

種 

199 

種 

1 

種 

注1）科名、種名及び配列は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交

通省河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」 

（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社） 
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（２）その他事業の立地上配慮を要する植物 

１）保存樹木、保存樹林、保存緑地 

仙台市の「杜の都の環境をつくる条例」に基づく「保存樹木」、「保存樹林」及び「保

存緑地」の調査範囲における指定状況は表4-13及び図4-11に示すとおりである。 

調査範囲内では「保存樹木」が7箇所（10本）指定されている。 

なお、対象事業計画地内には「保存樹木」はない。 

 

表4-13 保存樹木 

番号 所在地 呼称 樹種 

1 仙台市青葉区芋沢八幡 芋沢のいとひば ヒヨクヒバ 

2 仙台市青葉区上愛子芋郷 上愛子のあかがし アカガシ 

3  同慶寺のいろはもみじ イロハモミジ 

4 仙台市青葉区愛子中央5丁目 せいざん（愛子）の臥龍梅 ウメ 

5 仙台市青葉区愛子中央1丁目 愛子駅前のしだれざくら シダレザクラ 

6  下愛子のかんざしざくら カンザシザクラ 

7 仙台市青葉区芋沢明神 宇那禰神社のひのき ヒノキ 

8  宇那禰神社のすぎ(1) スギ 

9  宇那禰神社のすぎ(3) スギ 

10  宇那禰神社のすぎ(4) スギ 

注）表中の番号は、図4-11に対応する。 

  所在地は地図上での読取である。 

出典：「杜の都の名木・古木」（令和4年4月閲覧、仙台市ホームページ） 

   「公園・スポーツ・文化マップ」（令和4年4月閲覧、せんだいくらしのマップホームページ） 
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図4-11 保存樹木  

注）図中の番号は、表 4-13 に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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２）植生及び注目すべき植物群落の状況 

調査範囲の現存植生は、図4-12～図4-13に示すとおりであり、対象事業計画地には畑

雑草群落や市街地、水田雑草群落が分布している。 

「令和2年度仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」（令和3年3月、仙台市）

では、環境省の植生自然度が9及び10（自然植生）に該当する植生を「自然性の高い植生」

として位置づけている。調査範囲における自然性の高い植生の分布は図4-14に示すとお

りであり、広瀬川沿い及び大倉川沿いなどに分布している。なお、植生自然度の区分基

準は表4-14に示すとおりである。 

注目すべき植物群落は、表4-15に示すとおりであり、西風蕃山のモミ・イヌブナ群落

がある。対象事業計画地に自然性の高い植生及び注目すべき植物群落はない。 

 

表4-14 植生自然度の区分基準 

植生 

自然度 
区分基準 

10 高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、自然植生のうち単層の植物社会を形成する地区 

9 エゾマツ―トドマツ群集、ブナ群集等、自然植生のうち多層の植物社会を形成する地区 

8 ブナ・ミズナラ再生林、シイ・カシ萌芽林等、代償植生であっても、特に自然植生に近い地区 

7 クリ―ミズナラ群落、クヌギ―コナラ群落等、一般には二次林と呼ばれる代償植生地区 

6 常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の植林地 

5 ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原 

4 シバ群落等の背丈の低い草原 

3 果樹園、桑畑、茶畑、苗圃等の樹園地 

2 畑地、水田等の耕作地、緑の多い住宅地 

1 市街地、造成地等の植生のほとんど存在しない地区 

出典：「令和2年度仙台市自然環境に関する基礎調査業務委託報告書」（令和3年3月、仙台市） 
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表4-15 注目すべき植物の群落 

希少群落名 カテゴリー 指定状況 

西風蕃山のモミ・イヌブナ群落 ２（破壊危惧） 蕃山・斎勝沼緑地環境保全地域 
注）カテゴリーの区分基準は表4-16に示す。 

出典：「宮城県の希少な野生動植物-宮城県レッドリスト 2022 年版-」（2022 年 3 月、宮城県） 

 

表4-16 希少な植物群落のカテゴリー区分 

カテゴリー 絶滅危機の度合い 

D 壊滅 群落は壊滅した 

4 壊滅状態 群落は全体的に壊滅状態にあり、緊急に対策を講じなければ壊滅する 

3 壊滅危機 対策を講じなければ、群落は徐々に悪化して壊滅する 

2 破壊危惧 群落は当面保護されているが、将来破壊されるおそれがある 

1 要注意 
現在、保護・管理状態がよく、当面破壊されるおそれがない。 

しかし、監視は必要である。 

出典：「宮城県の希少な野生動植物-宮城県レッドリスト2022年版-」（2022年3月、宮城県） 
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図4-12 現存植生図  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-13 現存植生図（凡例）  
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図4-14 自然性の高い植生の分布  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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３）保全上重要な植物の生育地の状況 

「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市）による、

仙台市における植物生育地として重要な地域の選定基準は表4-17に、調査範囲における

植物生育地として重要な地域は表4-18及び図4-15に示すとおりである。対象事業計画地

は植物生育地として重要な地域に含まれない。 

 

表4-17 植物生育地及び動物生息地として重要な地域の選定基準 

番号 判断理由 

1 
保全上重要な動植物種が高密度で分布する地域（動物の繁殖場、集団越冬地となっている地域

など） 

2 多様な生物相が保存されている地域 

3 自然性の高い植生、その他学術上重要な植生が保存されている地域 

4 湿地、湧水、岸壁地、地滑り等の動植物の生息・生育地として特異な環境を有する地域 

5 自然とのふれあいの場としてふさわしい地域 

6 環境教育の場としてふさわしい地域 

7 郷土の特色が保存されている地域（里地里山・居久根等） 

8 
緑の回廊としてあるいは動物の移動のネットワークとして重要な地域（山地から市街地への連

続した緑地、市街地や田園地域に点在する緑地等） 

9 海岸や水辺、植生帯境界等のエコトーンとして重要な地域 

出典：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 
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表4-18 植物生育地として重要な地域 

番

号 

地域 

区分 
地域名 備考 

判断 

理由 

1 

山地～ 

西部 

丘陵地 

・田園 

奥武士・大倉地区

の里地・里山植生 

市街地の西部に位置し、二次林、植林、農地等がモザイク

状に分布する土地利用が維持され、里地・里山植生が良好

な状態で残されている。環境省が全国で500箇所を選定す

る「生物多様性保全上重要な里地里山」にも選定されてい

る。 

7,8 

2 
奥羽山脈～青葉山

丘陵地域の植生 

市街地の南部に位置し、野生動植物のハビタット、生態系

回廊（生態系コリドー）として重要。また、青葉山は、狭

い地域内に800種以上の植物が自生し、里山の自然に親し

む場として活用されており、環境省が全国で500箇所を選

定する「生物多様性保全上重要な里地里山」にも選定され

ている。 

7,8 

3 
大倉・芋沢丘陵地

の植生 

市街地の中央部から北西にかけて位置する。野生動植物の

ハビタット、生態系回廊（生態系コリドー）として重要。

植物及び動物の生物種の多様性を維持するための地域と

して保護する必要がある。 

7,8 

4 
西部 

丘陵地 

・田園 

蕃山・西風蕃山・蛇

台蕃山の植生 

蕃山・斎勝沼緑地環境保全地域。保全上重要な植物群落を

含み城西部のコナラ・クリ林を主体とした植生域。各種開

発の進む仙台市丘陵地において、まとまった面積を有する

夏緑広葉樹林として貴重。近年マツ枯れに続いてナラ枯れ

が進んでいる。 

2,5, 

6,7 

5 
月山池・サイカチ

沼周辺の植生 

蕃山・斎勝沼緑地環境保全地域。池内にはヨシ群落、マコ

モ群落、ヒシ群落、多様な湿生・水生植物群落が成立し、

市内では分布面積も少ないことから貴重。 

2,4, 

5,6 

6 
山地～ 

海浜 

名取川・広瀬川中

～下流域の河畔植

生 

広瀬川の清流を守る条例環境保全区域。立地や洪水様態に

応じた多様な植生が認められ、ヤナギ類の群落を中心に、

防災・減災対策と整合性のある保全・保護対策が必要。市

民の憩いの場としても極めて貴重。 

8,9 

注1）判断理由は表4-17に対応する。 

注2）表中の番号は図4-15に対応する。 

出典：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 
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図4-15 植物生育地として重要な地域  

注）図中の番号は、表 4-18 に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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4.4 動物 

（１）注目すべき動物種の状況 

「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市）では、

対象事業計画地は「西部丘陵地・田園地域」に位置している。仙台市の山地から丘陵地

に広がる森林域には、本州最大の哺乳類であるツキノワグマや特別天然記念物であるカ

モシカなどの哺乳類が生息している。近年、二次林の放置などが一因と考えられるツキ

ノワグマやカモシカの低地丘陵への分布拡大が確認されている。鳥類ではオオルリ、ゴ

ジュウカラ、キビタキ、アカゲラなどの森林性の種が多く分布している。爬虫類では二

ホンマムシやジムグリのほか、自然度が高い林床を好むタカチホヘビや比較的珍しいシ

ロマダラなども生息している。両生類では山地の渓流にキタオウシュウサンショウウオ

が生息し、トウホクサンショウウオは丘陵地の沢などに広く生息している。また、池沼

の緑の樹木の枝に卵塊を産み付けるモリアオガエルや清流の環境を指標するカジカガ

エルも生息している。魚類では山地の渓流にニッコウイワナ、サクラマス（ヤマメ）、

カジカ等が生息する。昆虫類は丘陵地では生きた化石といわれるヒメギフチョウ本州亜

種が生息している。市街地や田園地域では、人の生活空間の拡大や各種開発事業により、

動物の良好な生息環境が減少しているが、公園や残された緑地等が、ホンドタヌキ、ホ

ンドイタチ、カワセミ、アオダイショウ、ミヤマクワガタなど多くの動物にとって貴重

な生息場所となっており、これらの緑地を保全するとともに、周囲の丘陵地、田園地域

との連続性に配慮した緑の創出を進める必要がある。 

調査範囲内における注目すべき動物種の状況は、「令和3年度仙台市自然環境に関する

基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市）において、｢保全上重要な種」に挙げられてい

る種のうち、対象事業計画地が「西部丘陵地・田園地域」に位置し、調査範囲内に「山

地地域」及び「市街地地域」を含んでいることから、該当する地域区分である「西部丘

陵地・田園地域」、「山地地域」及び「市街地地域」（表4-3参照）における減少種を「注

目すべき動物種」として抽出した。また、既設処分場増設時に産業廃棄物処理施設変更

許可申請に伴い自然環境影響調査を実施しており、「第3期調査（平成23年～平成24年）」

（図4-9参照）及び「第4期調査（平成27年～平成28年）」（図4-10参照）における現地

調査で確認された種についても合わせて整理し、抽出した。なお、国及び宮城県のレッ

ドデータ等については、最新のもの（令和4年4月現在）に基づきカテゴリーの再整理を

行った。 

調査範囲における注目すべき動物種は表4-19～表4-27に示すとおりであり、哺乳類12

科30種、鳥類35科96種、爬虫類5科9種、両生類6科14種、魚類16科35種、昆虫類55科120

種であった。 
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表4-19 注目すべき動物種(1/9)【哺乳類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 ﾓｸﾞﾗ ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ ﾎﾝｼｭｳﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ    ＋ C ／ ／ ／ ○  DD  

2   ﾎﾝｼｭｳｼﾞﾈｽﾞﾐ    ＋ C B C  ○    

3   ｶﾜﾈｽﾞﾐ   1,4 B B ／ ／ ／ ○  DD  

4  ﾓｸﾞﾗ ﾋﾒﾋﾐｽﾞ   1 ＋  ／ ／ ／ ○    

5   ﾐｽﾞﾗﾓｸﾞﾗ   1,4 C  ／ ／ ／  NT NT  

6 ｺｳﾓﾘ ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ   1 C C    ○    

7   ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ   1 C C C   ○    

8  ﾋﾅｺｳﾓﾘ ｼﾅﾉﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ   1,4 C     ○  VU  

9   ｶｸﾞﾔｺｳﾓﾘ   1,4 C     ○  CR+EN  

10   ﾓﾓｼﾞﾛｺｳﾓﾘ   1,4 C C C   ○    

11   ﾓﾘｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ   1,4 C     ○ VU CR+EN  

12   ﾔﾏｺｳﾓﾘ   1,4 C C C C C ○ VU VU  

13   ﾋﾅｺｳﾓﾘ   1,4 C C C  C ○    

14   ｳｻｷﾞｺｳﾓﾘ   1,4 C C    ○  VU  

15   ﾕﾋﾞﾅｶﾞｺｳﾓﾘ   1,4 C C    ○    

16   ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ   1,4 C C    ○    

17   ﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ   1,4 C C    ○  VU  

18 ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾎﾝﾄﾞﾓﾓﾝｶﾞ   1,4 C         

19   ﾆｯｺｳﾑｻｻﾋﾞ   1,4  C C   ○    

20  ﾔﾏﾈ ﾔﾏﾈ   1,4 C   ／ ／   NT 天 

21  ﾈｽﾞﾐ ﾄｳﾎｸﾔﾁﾈｽﾞﾐ   4 ＋ ＋        

22   ﾊﾀﾈｽﾞﾐ    ＋ C C C C ○    

23   ﾎﾝﾄﾞﾋﾒﾈｽﾞﾐ    ＋ ＋ ＋ ／  ○    

24 ﾈｺ ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ   4 C C       国際 

25  ｲﾇ ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ ● ●  ＋ ＋  ＋  ○    

26  ｲﾀﾁ ﾎﾝﾄﾞﾃﾝ    C C    ○    

27   ﾎﾝﾄﾞｲﾀﾁ ● ●  C C C C C ○    

28   ﾎﾝﾄﾞｵｺｼﾞｮ   1,4 C  ／ ／ ／  NT NT  

29 ｳｼ ｳｼ ｶﾓｼｶ   4 ＋     ○  要 特天 

30 ｸｼﾞﾗ ﾈｽﾞﾐｲﾙｶ ｽﾅﾒﾘ   2 ／ ／ ／ ／    LP 国際 

 6目 12科 30種 
2 

種 

2 

種 

23 

種 

29 

種 

21 

種 

15 

種 

13 

種 

10 

種 

23 

種 

4 

種 

13 

種 

4 

種 

注1）目名、科名、種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交通省

河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」 

（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社） 

※ 「平成28年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（平成29年3月、仙台市）の記載種は「ﾋﾒﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ」だが、分布域

から亜種「ﾌｼﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ」とした。出典：「日本の哺乳類」 東海大学出版会（1994） 
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表4-20 注目すべき動物種(2/9)【鳥類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｳｽﾞﾗ   1,4  A A A A  VU CR+EN  

2   ﾔﾏﾄﾞﾘ   1,4 ＋ C    ○    

3 ｶﾓ ｶﾓ ﾋｼｸｲ    ／ ／  C C  VU  天 

4   ﾏｶﾞﾝ   1,4 ／ ／ A B B  NT  天 

5   ﾊｸｶﾞﾝ   1,4 ／ ／     CR 要  

6   ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ   1,4 ／ ／     CR NT 国内 

7   ｺｸｶﾞﾝ   1,2,4 ／ ／ ／ ／ B  VU VU 天 

8   ｵｼﾄﾞﾘ   1,4 ＋ C B    DD   

9   ﾄﾓｴｶﾞﾓ   1 ／  ／ C   VU   

10 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ     C B C C ○    

11 ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｻﾝｶﾉｺﾞｲ   1 ／ ／ ／ B B  EN NT  

12   ﾖｼｺﾞｲ   1,4  C B C C ○ NT NT  

13   ｵｵﾖｼｺﾞｲ   1,4 ／ ／ ／ A A  CR CR+EN 国内 

14   ﾐｿﾞｺﾞｲ   1,4 C B ／ ／ ／  VU VU  

15   ｱﾏｻｷﾞ   4  C A C  ○    

16   ﾁｭｳｻｷﾞ   1,2,4  C C C C  NT   

17   ｺｻｷﾞ    ／ C B C C ○  NT  

18   ｶﾗｼﾗｻｷﾞ   1 ／ ／ ／  C  NT NT  

19 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ   1,4  C A B B   NT  

20   ﾋｸｲﾅ   1,4 ／ B A B B  NT CR+EN  

21   ﾊﾞﾝ   1,4  C B C C ○    

22 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾎﾄﾄｷﾞｽ ● ● 1,4 ＋ ＋ C C C ○    

23   ｶｯｺｳ ●  1,4 C C B C C ○    

24 ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ   1,4 C B A A  ○ NT VU  

25 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾊﾘｵｱﾏﾂﾊﾞﾒ    C C ／ ／ ／   NT  

26 ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ   1,4 C C B B  ○  NT  

27   ｼﾛﾁﾄﾞﾘ   1,4 ／ ／ ／  B ○ VU NT  

28  ｼｷﾞ ｵｵｼﾞｼｷﾞ   1,4 B B A C C  NT VU  

29   ｵｸﾞﾛｼｷﾞ    ／ ／ ／ C C   NT  

30   ｵｵｿﾘﾊｼｼｷﾞ    ／ ／ ／ B B  VU NT  

31   ﾎｳﾛｸｼｷﾞ   1,4 ／ ／   B  VU NT 国際 

32   ﾂﾙｼｷﾞ   1,4 ／ ／  C C  VU NT  

33   ｱｶｱｼｼｷﾞ   1 ／ ／  C C  VU   

34   ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ    ／ ／  C C  VU   

35   ﾊﾏｼｷﾞ   1,4 ／ ／  C C ○ NT NT  

36   ﾍﾗｼｷﾞ   1 ／ ／ ／  A  CR CR+EN 国内 

37  ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ    ／ ／ ／ A   VU   

38  ｶﾓﾒ ｺｱｼﾞｻｼ   1,2,4 ／ ／ A B B  VU VU 国際 

39  ｳﾐｽｽﾞﾒ ｳﾐｽｽﾞﾒ   1,4 ／ ／ ／ ／   CR   

40 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ  ● 1,4  ＋ ＋ ＋ ＋ ○ NT   

41  ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ   1,4 B B  ／ ／  NT VU  

42   ｵｼﾞﾛﾜｼ   1,2,4  B B B B  VU VU 
天 

国内 

43   ｵｵﾜｼ   1,2,4 ／ ／ ／ B B  VU VU 
天 

国内 
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表4-21 注目すべき動物種(3/9)【鳥類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

44 ﾀｶ ﾀｶ ﾁｭｳﾋ   1,4 ／ ／ ／ C C ○ EN NT 国内 

45   ﾂﾐ   1,4 C C C C C   DD  

46   ﾊｲﾀｶ ● ● 1,4 C C C C C  NT NT  

47   ｵｵﾀｶ  ● 1,4 C C B B B ○ NT NT  

48   ｻｼﾊﾞ ● ● 1,4 C C A B B  VU VU  

49   ﾉｽﾘ ● ●  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○    

50   ｲﾇﾜｼ   1,4 A  ／ ／ ／ ○ EN CR+EN 
天 

国内 

51   ｸﾏﾀｶ   1,4 B C ／ ／ ／ ○ EN VU 国内 

52 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ｵｵｺﾉﾊｽﾞｸ   1 C C C B B   NT  

53   ｺﾉﾊｽﾞｸ   1 C C    ○  DD  

54   ﾌｸﾛｳ   1 C C B B C ○    

55   ｱｵﾊﾞｽﾞｸ   1  C B B B ○  VU  

56   ｺﾐﾐｽﾞｸ   1  B A B B ○  NT  

57 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ   1 C C ／ ／ ／   NT  

58   ｶﾜｾﾐ   1,4  C C C  ○    

59   ﾔﾏｾﾐ   1,4 C C B   ○  NT  

60 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｶｹﾞﾗ  ●  ＋ C B C C     

61   ｱｵｹﾞﾗ    ＋ C B C C ○    

62 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ ● ● 1,4 ／ C B C B     

63   ﾁｺﾞﾊﾔﾌﾞｻ    ／ C B B ／   NT  

64   ﾊﾔﾌﾞｻ ● ● 1,4 C B B C C  VU NT 国内 

65 ｽｽﾞﾒ ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ    C C B C C  VU NT  

66  ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ   1  C B B  ○    

67  ﾓｽﾞ ﾁｺﾞﾓｽﾞ   1,4  A A A A  CR CR+EN  

68   ﾓｽﾞ ● ● 1 ＋ ＋ B ＋ ＋ ○    

69   ｱｶﾓｽﾞ   1,4  A A A A  EN CR+EN 国内 

70  ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ ● ●   C B C C ○    

71  ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ● ●   C C C  ○    

72   ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ    ／ A A A A   CR+EN  

73  ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ ● ● 1,4 ＋ ＋ C C C ○    

74  ﾑｼｸｲ ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ    ＋ C B   ○    

75  ｾﾝﾆｭｳ ｵｵｾｯｶ   1,3,4 ／ ／ ／ ／ A  EN VU 国内 

76  ﾖｼｷﾘ ｵｵﾖｼｷﾘ ● ● 1,4  C B C C ○    

77   ｺﾖｼｷﾘ   1,4  C A B B ○    

78  ｾｯｶ ｾｯｶ   1,4  C B C C ○    

79  ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ    ＋  B  ／ ○    

80  ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ    ＋ C B  ／ ○    

81  ﾋﾀｷ ﾄﾗﾂｸﾞﾐ    ＋ C B C C ○    

82   ｸﾛﾂｸﾞﾐ   1,4 ＋ C B C C ○    

83   ｼﾛﾊﾗ    ＋ C B   ○    

84   ｺﾙﾘ   1，4 ＋ C B C C ○    

85   ﾙﾘﾋﾞﾀｷ    ＋ C C C C     

86   ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ  ●   ／ B  ／ ○    

87   ｷﾋﾞﾀｷ    ＋ C B   ○    
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表4-22 注目すべき動物種(4/9)【鳥類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

88 ｽｽﾞﾒ ﾋﾀｷ ｵｵﾙﾘ   1，4 ＋ C C C C ○    

89  ｲﾜﾋﾊﾞﾘ ｲﾜﾋﾊﾞﾘ    A ／ ／ ／ ／   CR+EN  

90  ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ  ● 1，4 ＋ C C C  ○    

91   ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ ● ● 4 C C C C  ○    

92  ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ● ●  ＋ ＋ B C C ○    

93   ﾎｵｱｶ    B C A C B ○    

94   ﾉｼﾞｺ   1，4 C C B ／ ／  NT NT  

95   ｱｵｼﾞ ●   C C C C C     

96   ｺｼﾞｭﾘﾝ   1，4 ／ ／ ／ B B  VU VU  

 15目 35科 96種 
15 

種 

18 

種 

68 

種 

75 

種 

93 

種 

85 

種 

80 

種 

76 

種 

47 

種 

45 

種 

50 

種 

16 

種 

注1）目名、科名、種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交通

省河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社） 
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表4-23 注目すべき動物種(5/9)【爬虫類・両生類】 

【爬虫類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 有鱗 ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ   1  C A   ○    

2  ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ●   ＋ ＋ C C  ○    

3  ﾀｶﾁﾎﾍﾋﾞ ﾀｶﾁﾎﾍﾋﾞ   1   A     DD  

4  ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ    ＋ ＋ B C C ○    

5   ｼﾞﾑｸﾞﾘ    ＋ ＋ B C C ○    

6   ｼﾛﾏﾀﾞﾗ   1 C C      DD  

7   ﾋﾊﾞｶﾘ    C C C C B ○    

8   ﾔﾏｶｶﾞｼ ● ●   ＋ A C  ○    

9  ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝﾏﾑｼ    C C A C      

 1目 5科 9種 
2 

種 

1 

種 

3 

種 

6 

種 

8 

種 

8 

種 

6 

種 

3 

種 

6 

種 

0 

種 

2 

種 

0 

種 

【両生類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵

地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 有尾 ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ ●  4 ＋ C B ／ ／ ○ NT NT  

2   ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ    ＋ C A ／ ／ ○ NT LP  

3   ｷﾀｵｳｼｭｳｻﾝｼｮｳｳｵ   2 ＋ C ／ ／ ／ ○  NT  

4  ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ ● ●  ＋ C A C ／ ○ NT LP  

5 無尾 ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ    ＋ C B C ／     

6  ｱﾏｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ● ●  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○    

7  ｱｶｶﾞｴﾙ ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ    ＋ C A ／ ／   NT  

8   ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ ● ●  ＋ ＋ A C ／     

9   ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ    ＋ C A C ／   NT  

10   ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ● ●  C C A C ／ ○ NT NT  

11   ﾂﾁｶﾞｴﾙ  ●  ＋ C A  ／ ○  NT  

12  ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ ● ●  ＋ ＋ B C ／ ○    

13   ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ    ＋ B ／ ／ ／ ○    

14   ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ    ＋ ＋ B ／ ／ ○    

 2目 6科 14種 
6 

種 

6 

種 

2 

種 

14 

種 

14 

種 

14 

種 

13 

種 

14 

種 

10 

種 

4 

種 

8 

種 

0 

種 

注1）目名、科名、種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交通省

河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」 

（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社） 
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表4-24 注目すべき動物種(6/9)【魚類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ 
ｽﾅﾔﾂﾒ 
北方種/南方種 

  1 C + B C ／  VU DD/NT  

2   ｶﾜﾔﾂﾒ   1  A A ／ ／  VU CR+EN  

3 ｳﾅｷﾞ ｳﾅｷﾞ ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ   1  B C C C ○ EN NT  

4 ｺｲ ｺｲ ｷﾝﾌﾞﾅ     B A A ／  VU VU  

5   ﾃﾂｷﾞｮ   1  ／ ／ ／ ／   要  

6   ﾀﾅｺﾞ    ／ EX EX EX ／  EN CR+EN  

7   ｱｶﾋﾚﾀﾋﾞﾗ    ／ EX EX EX ／  EN CR+EN  

8   ｾﾞﾆﾀﾅｺﾞ    ／ EX EX EX ／  CR CR+EN  

9   ｴｿﾞｳｸﾞｲ   1,4 B ／ ／ ／ ／  LP CR+EN  

10   ｳｸﾞｲ    ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○    

11   ｼﾅｲﾓﾂｺﾞ   1,4 A A ／ ／ ／  CR CR+EN  

12  ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ ● ●   ＋ ＋ ＋ ／ ○ NT   

13  ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ● ● 1 C ＋ B  ／ ○ EN NT  

14 ﾅﾏｽﾞ ｷﾞｷﾞ ｷﾞﾊﾞﾁ   1 C ＋ B  ／  VU NT  

15 ｻｹ ｷｭｳﾘｳｵ ﾜｶｻｷﾞ    ／ ／ ／  A     

16  ｱﾕ ｱﾕ    ／ ＋ ＋ ＋ ＋ ○    

17  ｼﾗｳｵ ｼﾗｳｵ    ／ ／ ／ C C   NT  

18  ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ    ＋  ／ ／ ／  DD   

19   ｻｸﾗﾏｽ   1 ／ B C ／ ／ ○ NT NT  

20   ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ)    ＋ ＋ ＋ ／ ／ ○ NT   

21 ﾄｹﾞｳｵ ﾄｹﾞｳｵ ﾆﾎﾝｲﾄﾖ   1,4 ／ ／ ／ A A  LP CR+EN  

22 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ   1 ／ A A B C ○ VU NT  

23  ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ   1 ／ ／ ／ A A  NT VU  

24 ｽｽﾞｷ ｶｼﾞｶ ｶｼﾞｶ    ＋ ＋ B ／ ／ ○ NT   

25   
ｳﾂｾﾐｶｼﾞｶ 
(降海回遊型) 

  1 ／ ／ B    EN   

26  ﾊｾﾞ ﾋﾓﾊｾﾞ   1 ／ ／ ／ ／ C ○ NT NT  

27   ｼﾛｳｵ    ／ ／ ／ B B  VU NT  

28   ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ   2 ／ ／  ／ ／   DD  

29   ｱﾍﾞﾊｾﾞ   2 ／ ／   C   NT  

30   ﾏｻｺﾞﾊｾﾞ   1,2 ／ ／ ／ ／ A  VU VU  

31   ｽﾐｳｷｺﾞﾘ   1 ／ ／ ／    LP   

32   ﾍﾋﾞﾊｾﾞ   1 ／ ／ ／ ／   DD DD  

33   ｼﾞｭｽﾞｶｹﾊｾﾞ    ／ C A B ／  NT NT  

34   ｴﾄﾞﾊｾﾞ   1 ／ ／ ／ ／ B  VU CR+EN  

35  
ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭ
ｳﾀﾞｲ 

ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ   2 ／ ／      要  

 8目 16科 35種 
2 

種 

2 

種 

21 

種 

30 

種 

34 

種 

32 

種 

28 

種 

31 

種 

10 

種 

27 

種 

26 

種 

0

種 

注1）目名、科名、種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交通

省河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」 

（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社）  
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表4-25 注目すべき動物種(7/9)【昆虫類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

1 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾋﾇﾏｲﾄﾄﾝﾎﾞ   1,2 ／ ／ ／ ／ EX  EN CR+EN  

2  ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ   1,4 ＋ ＋ ／ ／ ／ ○    

3  ﾔﾝﾏ ﾈｱｶﾖｼﾔﾝﾏ    ／ ／ ／  C  NT NT  

4   ｶﾄﾘﾔﾝﾏ   1 ／ ／ A A A   CR+EN  

5  ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ｳﾁﾜﾔﾝﾏ   1  C B       

6   ﾋﾒｻﾅｴ   1 A A  ／ ／   VU  

7   ﾅｺﾞﾔｻﾅｴ   1,2 ／  A A   VU CR+EN  

8  ﾑｶｼﾔﾝﾏ ﾑｶｼﾔﾝﾏ   1,4  ＋  ／ ／ ○    

9  ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ｵｵﾄﾗﾌﾄﾝﾎﾞ   1 C C ／ ／ ／     

10   ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ    B B  ／ ／   VU  

11  ﾄﾝﾎﾞ ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ   1 B B  ／ ／ ○  VU  

12   ｺﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ   1  A      CR+EN  

13   ｷﾄﾝﾎﾞ   1  A EX     VU  

14   ﾅﾂｱｶﾈ ●    C  C  ○    

15   ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ ● ●  ＋ ＋        

16   ｱｷｱｶﾈ  ●  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○    

17   ﾏｲｺｱｶﾈ  ●   ＋  C      

18   ﾋﾒｱｶﾈ   1 A A EX ／ ／   CR+EN  

19 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ    B B ／ ／ ／   VU  

20 ﾊﾞｯﾀ ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ﾊﾏｽｽﾞ    ／ ／ ／ ／ A   CR+EN  

21  ﾊﾞｯﾀ ﾔﾏﾄﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ   2 ／ ／ ／ ／ B ○  VU  

22   ｶﾜﾗﾊﾞｯﾀ   1   A A ／ ○  NT  

23 ｶﾒﾑｼ ｾﾐ ｴｿﾞｾﾞﾐ  ●  ＋ ＋ C ／ ／ ○    

24  ﾖｺﾊﾞｲ ｽﾅﾖｺﾊﾞｲ    ／ ／ ／ ／ A  NT CR+EN  

25  ｶﾒﾑｼ ﾋｳﾗｶﾒﾑｼ    ／ ／ ／  C   NT  

26  ｺｵｲﾑｼ ｺｵｲﾑｼ  ● 1  C C C ／  NT NT  

27   ﾀｶﾞﾒ   1  A  A  ○ VU CR+EN 国内 

28 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ   1 A A      CR+EN  

29   ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ   1  B      VU  

30  ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｶｽﾘｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ     C      DD  

31   ｵｵｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ    ／ ／ ／ ／ A ○  CR+EN  

32 ﾁｮｳ ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ      ／  C ○ NT   

33  ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ﾔﾎｼﾎｿﾏﾀﾞﾗ  ●        NT   

34  ｾｾﾘﾁｮｳ ﾎｼﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   1 B A ／ ／ ／  EN VU  

35   ﾁｬﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ   1 A A ／ ／ ／  EN CR+EN  

36  ｼｼﾞﾐﾁｮｳ 
ｽｷﾞﾀﾆﾙﾘｼｼﾞﾐ 
本州亜種 

   ＋ ＋ ／ ／ ／ ○    

37   
ｼﾞｮｳｻﾞﾝﾐﾄﾞﾘ
ｼｼﾞﾐ 

   ＋ ＋ ／ ／ ／ ○    

38   ｸﾛﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ   1 B  ／ ／ ／     

39   ｶﾗｽｼｼﾞﾐ    C C ／ ／ ／   NT  

40   ｸﾛｼｼﾞﾐ   1 EX  EX ／ ／  EN EX  

41   ｵｵｺﾞﾏｼｼﾞﾐ    C ／ ／ ／ ／ ○ NT DD  

42   ﾌｼﾞﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ   1 ＋ C ／ ／ ／ ○    

43  ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｵｵｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝ    EX EX EX EX EX  CR EX  

44   ｷﾏﾀﾞﾗﾓﾄﾞｷ   1 C  ／ ／ ／  NT NT  
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表4-26 注目すべき動物種(8/9)【昆虫類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

45 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ 
ｳﾗｼﾞｬﾉﾒ 
本州亜種 

  1,2 B ／ ／ ／ ／   DD  

46   ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ  ●  ＋ ＋    ○    

47   ｵｵﾑﾗｻｷ   1  C B  ／ ○ NT   

48   
ｷﾞﾝﾎﾞｼﾋｮｳﾓﾝ 
本州亜種 

  1 A  ／ ／ ／   CR+EN  

49  ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ   4 ／  ＋ ＋  ○    

50   
ﾋﾒｷﾞﾌﾁｮｳ 

本州亜種 
  1 C C C ／ ／ ○ NT NT  

51  ｼﾛﾁｮｳ 
ﾋﾒｼﾛﾁｮｳ 
北海道本州亜種 

   EX EX EX EX EX  EN CR+EN  

52  ﾂﾄｶﾞ ｾﾞﾆｶﾞｻﾐｽﾞﾒｲｶﾞ    C C        

53  ｽｽﾞﾒｶﾞ ﾋﾒｽｽﾞﾒ      A    NT CR+EN  

54   ｷﾞﾝﾎﾞｼｽｽﾞﾒ   1  A ／ ／ ／   CR+EN  

55  ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ﾀｯﾀｶﾓｸﾒｼｬﾁﾎｺ   1 C C ／ ／ ／     

56   ｸﾜﾔﾏｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ   1 C C  ／ ／  NT NT  

57  ﾋﾄﾘｶﾞ ｷﾊﾞﾗﾋﾄﾘ   1 C C  ／ ／   NT  

58  ﾄﾞｸｶﾞ ﾌﾀﾎｼﾄﾞｸｶﾞ   1 C C  ／ ／   NT  

59  ﾔｶﾞ ｷｽｼﾞｳｽｷﾖﾄｳ     C     VU   

60   ｺｼﾛｼﾀﾊﾞ   1 B   ／ ／  NT NT  

61   ﾇﾏﾍﾞｳｽｷﾖﾄｳ    ／ ／ ／  B  VU   

62   ｷﾞﾝﾓﾝｾﾀﾞｶﾓｸﾒ   1 A A     NT CR+EN  

63   ｵｶﾞｻﾜﾗﾋｹﾞﾖﾄｳ   1  A  ／ ／  EN CR+EN  

64   ｵｵﾁｬﾊﾞﾈﾖﾄｳ    C  ／    VU   

65 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ    ／ ／ ／ ／ B   VU  

66   ﾏｰｸｵｻﾑｼ    ／  A  ／  VU CR+EN  

67   ｾｱｶｵｻﾑｼ    C C   ／  NT NT  

68   ﾂﾔｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ     B  ／ ／  VU VU  

69   
ｷﾊﾞﾅｶﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐ
ﾑｼ 

   ／ ／ ／ ／ B   VU  

70   ﾔﾏﾄﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ   1  C   B     

71   
ｷﾞｮｳﾄｸｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞ

ﾐﾑｼ 
   ／ ／ ／ ／ B  VU DD  

72   ﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ    ／ ／ ／ ／ C ○  NT  

73  ﾊﾝﾐｮｳ ｶﾜﾗﾊﾝﾐｮｳ   1 ／ ／ ／ ／ A ○ EN CR+EN  

74   ﾎｿﾊﾝﾐｮｳ    C  ／ ／ ／  VU NT  

75   ﾅﾐﾊﾝﾐｮｳ     B B  ／ ○  NT  

76  ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   1 C C A A ／  VU NT  

77   ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     C   ／  NT   

78   ｴｿﾞﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ      C ／ ／   DD  

79  
ｺｶﾞｼﾗﾐｽﾞ

ﾑｼ 
ﾏﾀﾞﾗｺｶﾞｼﾗﾐｽﾞﾑｼ     B     VU DD  

80  ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ ● ●        DD   

81   ｶﾞﾑｼ ●         NT   

82  ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ 
ﾈﾌﾞﾄｸﾜｶﾞﾀ 
本土亜種 

  2 C  ／ ／ ／   DD  

83   ﾐﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ  ●  ＋ ＋   ／ ○    
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表4-27 注目すべき動物種(9/9)【昆虫類】 

No. 目名 科名 種名 

既設処分場 

現地調査 
仙台市における保全上重要な種 レッドデータ等 

第 

3 

期 

第 

4 

期 

学
術
上
重
要
種 

減少種 

環
境
指
標
種 

国 

R 

L 

県 

R 

L 

天
記
・
種
保
存
法 

山
地 

西
部
丘
陵
地
・
田
園 

市
街
地 

東
部
田
園 

海
浜 

84 ｺｳﾁｭｳ ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｵﾆｸﾜｶﾞﾀ   1 C ／ ／ ／ ／ ○    

85   ﾉｺｷﾞﾘｸﾜｶﾞﾀ    ＋ ＋ ＋ ＋ ／ ○    

86  ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｶﾏﾀﾞﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ     C C    DD NT  

87   ﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ     A ／ ／ ／  VU VU  

88   ﾔﾏﾄｹｼﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ    ／ ／ ／ ／ C ○  NT  

89  ｺﾌﾞｽｼﾞｺｶﾞﾈ ｺﾌﾞﾅｼｺﾌﾞｽｼﾞｺｶﾞﾈ    C C  ／ ／   NT  

90  ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ ﾀﾃｽｼﾞﾋﾒﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ    C  ／ ／ ／   DD  

91  ﾀﾏﾑｼ ﾀﾏﾑｼ   1,2 ／ C C  ／   NT  

92  ｺﾒﾂｷﾑｼ ｶﾜｲﾋﾗｱｼｺﾒﾂｷ   2 ／ ／ ／ ／ C   DD  

93   ｽﾅｻﾋﾞｷｺﾘ   2 ／ ／ ／ ／ B   NT  

94  ﾎﾀﾙ ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ   1  ＋ C C ／ ○  NT  

95   ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ     C ／ ／ ／ ○  NT  

96   ｽｼﾞｸﾞﾛﾎﾞﾀﾙ    C  ／ ／ ／   NT  

97  ｵｵｷﾉｺﾑｼ ｸﾛﾎｼﾁﾋﾞｵｵｷﾉｺﾑｼ   1 C   ／ ／   DD  

98  ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾊﾏﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ／ ／ ／ ／ C ○    

99  ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ     A  A   EN CR+EN  

100  ﾊﾑｼ ﾍﾞﾆｶﾒﾉｺﾊﾑｼ     C   ／   NT  

101   ﾀｸﾞﾁﾎｿﾋﾗﾀﾊﾑｼ      A ／ ／   VU  

102   ｼﾗﾊﾀﾐｽﾞｸｻﾊﾑｼ     B ／ ／ ／   VU  

103  ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ｴｺﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ     C   ／   DD  

104 ﾊﾁ ｸﾓﾊﾞﾁ ｱｶｺﾞｼｸﾓﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ C   NT  

105   ﾑﾂﾎﾞｼｸﾓﾊﾞﾁ      ／ ／ B  NT   

106   ﾎｿｼﾛﾌｸﾓﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ C   NT  

107   ﾊｲｲﾛｸﾓﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ C   NT  

108  ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ C   NT  

109  ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ 
ﾔﾏﾄｽﾅﾊｷﾊﾞﾁ 

本土亜種 
   ／ ／ ／ ／ C  DD NT  

110   ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ A  VU CR+EN  

111  ｱﾘﾏｷﾊﾞﾁ ｱｼｼﾞﾛﾖｺﾊﾞｲﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ C C   NT  

112   ﾐﾔｷﾞﾉﾖｺﾊﾞｲﾊﾞﾁ     B ／ ／ ／   VU  

113   ｷｱｼﾏｴﾀﾞﾃﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ C C   DD  

114  ﾌｼﾀﾞｶﾊﾞﾁ ｷｽｼﾞﾂﾁｽｶﾞﾘ   1 ／ ／ ／ ／ A   CR+EN  

115  ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ ﾎｿﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ    ／ ／ ／  A   CR+EN  

116   ﾉｳﾒﾝﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ    ／ ／ ／ ／ A   CR+EN  

117  ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｵｽｼﾞﾊﾅﾊﾞﾁ   1,2  A  ／ ／   CR+EN  

118  ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ｷﾇｹﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ   1 ／ ／ ／ ／ B   VU  

119   ﾏｲﾏｲﾂﾂﾊﾅﾊﾞﾁ   1 B B ／  ／  DD VU  

120  ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｳﾏﾉｵﾊﾞﾁ     C  ／ ／  NT   

 8目 55科 120種 
4 

種 

9 

種 

51 

種 

81 

種 

97 

種 

83 

種 

86 

種 

96 

種 

29 

種 

44 

種 

87 

種 

1 

種 

注1）目名、科名、種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 令和3年度生物リスト」（2021年8月、国土交

通省河川水辺の国勢調査ホームページ）に準拠した。 

注2）表中の番号・記号は表4-4に対応する。●：既設処分場の現地調査における確認種。 

注3）既存処分場現地調査の出典は下記に示すとおりである。 

第3期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第3期）環境影響調査報告書」 

（平成24年11月、仙台環境開発株式会社） 

第4期：「（仮称）産業廃棄物最終処分場増設事業（第4期）自然環境影響調査報告書」 

（平成29年2月、仙台環境開発株式会社）  
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（２）保全上重要な動物の生息地の状況 

動物生息地として重要な地域は表4-28及び図4-16に示すとおりである。対象事業計画

地は動物生息地として重要な地域には含まれない。 

 

表4-28 動物生息地として重要な地域 

番

号 

地域 

区分 
地域名 対象 備考 

判断 

理由 

1 

山地～ 

西部 

丘陵地 

・田園 

奥羽山脈から大

倉・芋沢丘陵地域

への緑の回廊 

動物 

全般 

市街地の中央部から北西にかけて位置する。野生

動植物のハビタット、生態系回廊（生態系コリド

ー）として重要。植物及び動物の生物種の多様性

を維持するための地域として保護する必要があ

る。 

2,8 

2 

奥羽山脈から青葉

山丘陵地域への緑

の回廊 

動物 

全般 

市街地の南部に位置する。野生動植物のハビタッ

ト、生態系回廊（生態系コリドー）として重要。

植物及び動物の生物種の多様性を維持するため

の地域として保護する必要がある。 

2,8 

3 奥武士・大倉地区 
動物 

全般 

市街地の西部に位置し、里地・里山植生が良好な

状態で残されており、動植物のハビタットとして

重要。水田やため池、山林、山地草原のススキ原

等がモザイク状に分布する土地利用が維持され、

トウホクサンショウウオやチョウ類などの希少

な動物の生息が確認されるほか、豊かな里地・里

山生態系のシンボルであるサシバの生息も確認

されている。環境省が全国で500箇所を選定する

「生物多様性保全上重要な里地里山」にも選定さ

れている。 

6,7 

4 

山地～ 

東部田 

園 

広瀬川 

（中～下流域） 

鳥類, 

魚類 

広瀬川の清流を守る条例の環境保全区域。野生動

植物のハビタット、生態系回廊（生態系コリドー）

として重要。中流部は森林性から草地、水辺の鳥

まで豊富。下流部は、オジロワシ、オオタカ等の

猛禽類やキジ類の草地性鳥類。アオジの生息及び

繁殖。回遊性魚類の生息域であり、ウグイ、アユ、

サケなどの産卵場が形成される。 

2,7,8 

注1）判断理由は表4-17に対応する。 

注2）表中の番号は図4-16に対応する。 

出典：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 
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図4-16 動物生息地として重要な地域  

注）図中の番号は、表 4-28 に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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4.5 景観 

調査範囲における主要な自然的景観資源、文化的景観資源は、表4-29及び図4-17に、

主要な眺望地点は表4-30及び図4-18に示すとおりである。自然的景観資源は、西風蕃山

及びサイカチ沼周辺等6箇所があり、文化的景観資源は、諏訪神社、宇那禰神社及び中原

浄水場旧管理事務所等16箇所がある。眺望地点としては、西風蕃山及びサイカチ沼周辺

等9箇所がある。なお、対象事業計画地は自然的景観資源である落合・愛子・白沢広瀬川

畔内に位置している。 

 

表4-29 主要な自然的・文化的景観資源 

番号 名称 

景観資源 文献 

自然的 

景観資源 

文化的 

景観資源 
① ② ③ 

1 西風藩山 〇  〇 〇  

2 サイカチ沼周辺 〇   〇  

3 落合・愛子・白沢広瀬川畔 〇  〇 〇  

4 仙台市白沢・広瀬川中流付近 〇  〇   

5 広瀬川中流 熊ケ根棒目木間 〇  〇   

6 大倉川 大倉ダム下流 〇  〇 〇  

7 諏訪神社本殿 附 棟札12枚  〇   〇 

8 中原浄水場旧管理事務所  〇   〇 

9 菊地家住宅主屋  〇   〇 

10 菊地家住宅隠居所  〇   〇 

11 菊地家住宅板倉  〇   〇 

12 菊地家住宅土蔵  〇   〇 

13 宇那禰神社本殿 附 棟札5枚  〇   〇 

14 青下第1ダム  〇   〇 

15 青下第1ダム取水塔  〇   〇 

16 青下隧道入口  〇   〇 

17 青下ダム旧管理事務所  〇   〇 

18 青下ダム記念碑  〇   〇 

19 青下第2ダム  〇   〇 

20 青下第3ダム  〇   〇 

21 青下量水堰  〇   〇 

22 中原系苦地取水口  〇   〇 

注）表中の番号は、図4-17に対応する。 

出典：文献①：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 

   文献②：「杜の都 わがまち緑の名所百選」（令和4年4月閲覧、仙台市ホームページ） 

   文献③：「仙台市の文化財一覧」（令和2年9月1日現在、仙台市ホームページ） 
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表4-30 主要な眺望地点 

番号 名称 
文献 

① ② ③ 

1 西風藩山 〇 〇  

2 サイカチ沼周辺  〇  

3 大倉川 大倉ダム下流 〇 〇  

4 錦ヶ丘中央公園   〇 

5 松原西公園   〇 

6 上原公園   〇 

7 高野原一丁目公園   〇 

8 みやぎ台運動公園   〇 

9 大倉ダム下公園   〇 

注）表中の番号は、図4-18に対応する。 

出典：文献①：「令和3年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（令和4年2月、仙台市） 

   文献②：「杜の都 わがまち緑の名所百選」（令和4年4月閲覧、仙台市ホームページ） 

   文献③：「公園・スポーツ・文化マップ」（令和4年4月閲覧、せんだいくらしのマップホームペー

ジ） 

 

  



117 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
図4-17 主要な自然的・文化的景観資源の位置  

注）図中の番号は、表4-29に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-18 主要な眺望地点の位置  

注）図中の番号は、表 4-30 に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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4.6 自然との触れ合いの場 

調査範囲における自然との触れ合いの場は、表4-31、表4-32及び図4-19に示すとおり

である。 

調査範囲には、都市公園が121箇所、緑地環境保全地域が1箇所存在する。なお、対象

事業計画地に自然との触れ合いの場はない。 

 

表4-31 自然との触れ合いの場（1/2） 

都市公園 

公園番号 公園名称 公園番号 公園名称 公園番号 公園名称 

1-H-3 愛子団地1号公園 1-H-73 北内南公園 1-H-124 清水端公園 

1-H-4 ニュー愛子団地公園 1-H-74 下愛子町2号公園 1-H-125 愛子東四丁目公園 

1-H-7 みやぎ台1号公園 1-H-75 月橋公園 1-H-126 愛子東三丁目公園 

1-H-8 みやぎ台2号公園 1-H-76 上愛子車西公園 1-H-128 愛子中央五丁目公園 

1-H-9 みやぎ台運動公園 1-H-77 蛇台原公園 1-H-131 高野原一丁目公園 

1-H-12 北原東公園 1-H-78 平治東公園 1-H-132 月橋2号公園 

1-H-13 平治北公園 1-H-79 横町前公園 1-H-133 愛子中央一丁目公園 

1-H-14 蛇台原西公園 1-H-81 北原北公園 1-H-134 錦ヶ丘八丁目東公園 

1-H-16 赤坂4号公園* 1-H-82 錦ヶ丘九丁目2号公園 1-H-135 錦ヶ丘八丁目西公園 

1-H-25 みやぎ台3号公園 1-H-83 愛子東三丁目西公園 1-H-136 北原道上南公園 

1-H-26 みやぎ台4号公園 1-H-84 蛇台原3号公園 1-H-137 高野原二丁目公園* 

1-H-27 赤坂1号公園* 1-H-85 上愛子雷神西公園 1-H-139 錦ヶ丘九丁目公園 

1-H-28 赤坂5号公園* 1-H-86 蛇台原1号公園 1-H-140 街道4号公園 

1-H-29 赤坂2号公園* 1-H-87 街道3号公園 1-H-141 上愛子車北公園 

1-H-30 赤坂3号公園* 1-H-88 観音東公園 
1-H-143 

愛子グリーンタウン 

2号公園 1-H-36 平治南公園 1-H-92 下愛子町3号公園 

1-H-37 二本松公園 1-H-93 下愛子町4号公園 1-H-145 勘太公園 

1-H-41 みやぎ台5号公園 1-H-94 蛇台原4号公園 1-H-146 北原公園 

1-H-42 赤坂6号公園* 1-H-95 高野原三丁目公園* 1-H-148 みやぎ台三丁目南公園 

1-H-48 広瀬川前公園* 1-H-97 堀切公園 1-H-149 愛子東四丁目東公園 

1-H-52 北原道上公園 1-H-98 屋敷前公園 1-H-150 大倉ダム下公園 

1-H-53 上原東公園 1-H-99 北原南公園 1-H-152 月橋3号公園 

1-H-54 勘太東公園 1-H-100 北原2号公園 1-H-154 蛇台原5号公園 

1-H-56 北内公園 1-H-102 上原公園 1-H-155 愛子東三丁目3号公園 

1-H-57 松原西公園 1-H-103 松原公園 1-H-156 愛子中央四丁目公園 

1-H-58 北原道上東公園 1-H-108 上原北公園 1-H-158 街道5号公園 

1-H-60 観音公園 1-H-110 高野原四丁目公園 1-H-160 錦ヶ丘四丁目中公園 

1-H-61 街道西公園 1-H-111 愛子東五丁目公園 1-H-161 愛子東四丁目北公園 

1-H-62 街道東公園 1-H-112 愛子中央三丁目公園 1-H-163 平治西公園 

1-H-63 上愛子車公園 1-H-113 上遠野原公園 2-H-4 錦ヶ丘中央公園* 

1-H-66 上愛子雷神公園 1-H-114 北原道上北公園 11-H-12 赤坂緑地 

1-H-67 下愛子町公園 1-H-115 みやぎ台二丁目南公園 11-H-27 錦ヶ丘西緑地 

1-H-69 愛子下原南公園 1-H-117 愛子東五丁目中公園 11-H-29 高野原緑地 

1-H-71 北原西公園 1-H-118 錦ヶ丘八丁目公園* 11-H-30 錦ヶ丘東緑地 

1-H-72 松原北公園 1-H-121 錦ヶ丘五丁目北公園 11-H-31 広瀬川前緑地 

注) 名称に「*」が記載されている公園は都市公園であり、かつ都市計画公園であることを示す。 

出典：「仙台市公園・緑地等配置図」（令和 3 年 4月 1 日、仙台市） 

  



120 

表4-32 自然との触れ合いの場（2/2） 

都市公園 

公園番号 公園名称 公園番号 公園名称 公園番号 公園名称 

11-H-32 みやぎ台一丁目1号緑地 11-H-38 みやぎ台三丁目1号緑地 11-H-44 みやぎ台五丁目1号緑地 

11-H-33 みやぎ台一丁目3号緑地 11-H-39 みやぎ台三丁目2号緑地 11-H-45 みやぎ台五丁目2号緑地 

11-H-34 みやぎ台二丁目1号緑地 11-H-40 みやぎ台三丁目3号緑地 11-H-46 みやぎ台五丁目3号緑地 

11-H-35 みやぎ台二丁目2号緑地 11-H-41 みやぎ台三丁目4号緑地 11-H-51 斎勝沼緑地 

11-H-36 みやぎ台二丁目3号緑地 11-H-42 みやぎ台四丁目1号緑地 11-H-52 錦ヶ丘四丁中緑地 

11-H-37 みやぎ台二丁目4号緑地 11-H-43 みやぎ台四丁目2号緑地   

出典：「仙台市公園・緑地等配置図」（令和 3 年 4月 1 日、仙台市） 

 

緑地環境保全地域 

名称 

蕃山・斎勝沼 

出典：「仙台市公園・緑地等配置図」（令和 3 年 4月 1 日、仙台市） 
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図4-19 自然との触れ合いの場の分布  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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4.7 文化財 

（１）指定文化財等の状況 

調査範囲における指定文化財等の分布状況は、表4-33～表4-36及び図4-20に示すとお

りである。 

調査範囲には、国指定文化財が1件、県指定文化財が1件、市指定文化財が2件、国登録

文化財が14件存在する。 

なお、対象事業計画地内に指定文化財・登録文化財はない。 

 

表4-33 指定文化財の状況（国指定文化財） 

番号 種別区分 名称 員数 所在地 指定年月日 

1 有形文化財 仙台藩天文学器機 4 基 
青葉区錦ヶ丘九丁目

29-32 
H24.9.6 

注）番号は、図4-20に対応する。 

出典：「仙台市の文化財一覧」（令和 2 年 9 月 1 日現在、仙台市ホームページ） 

 

表4-34 指定文化財の状況（県指定文化財） 

番号 種別区分 名称 員数 所在地 指定年月日 

2 有形文化財 
諏訪神社本殿 

附 棟札 12 枚 
1 棟 青葉区上愛子字宮下 40 S38.7.2 

注）番号は、図4-20に対応する。 

出典：「仙台市の文化財一覧」（令和 2 年 9 月 1 日現在、仙台市ホームページ） 

 

表4-35 指定文化財の状況（市指定文化財） 

番号 種別区分 名称 員数 所在地 指定年月日 

3 有形文化財 
宇那禰神社本殿 

附 棟札 5 枚 
１棟 青葉区芋沢字明神 12 S47.12.27 

4 記念物 簪桜 3 本 青葉区愛子中央 S61.5.30 

注）番号は、図 4-20 対応する。 

出典：「仙台市の文化財一覧」（令和 2 年 9 月 1 日現在、仙台市ホームページ） 
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表4-36 指定文化財の状況（国登録文化財） 

番号 種別区分 名称 員数 所在地 指定年月日 

5 有形文化財 青下第1ダム 1基 青葉区熊ヶ根字大原道17-2地先 H11.7.19 

6 有形文化財 青下第1ダム取水塔 1基 青葉区熊ヶ根字大原道17-2地先 H11.7.19 

7 有形文化財 青下隧道入口 1基 青葉区大倉字大原新田12-7地先 H11.7.19 

8 有形文化財 青下第2ダム 1基 青葉区熊ヶ根字大原道27-2地先 H11.7.19 

9 有形文化財 青下第3ダム 1基 青葉区大倉字前原1-2地先 H11.7.19 

10 有形文化財 青下量水堰 1基 青葉区大倉字西原38地先 H11.7.19 

11 有形文化財 青下ダム旧管理事務所 1棟 青葉区熊ヶ根字大原道18地先 H11.7.19 

12 有形文化財 青下ダム記念碑 1基 青葉区熊ヶ根字大原道18地先 H11.7.19 

13 有形文化財 中原系苦地取水口 1基 青葉区芋沢字中田西29-1地先 H11.7.19 

14 有形文化財 中原浄水場旧管理事務所 1棟 青葉区芋沢字中原24地先 H11.7.19 

15 有形文化財 菊地家住宅主屋 1棟 青葉区芋沢 H12.5.25 

16 有形文化財 菊地家住宅隠居所 1棟 青葉区芋沢 H12.5.25 

17 有形文化財 菊地家住宅板倉 1棟 青葉区芋沢 H12.5.25 

18 有形文化財 菊地家住宅土蔵 1棟 青葉区芋沢 H12.5.25 

注）番号は、図4-20対応する。 

出典：「仙台市の文化財一覧」（令和2年9月1日現在、仙台市ホームページ） 

 

（２）埋蔵文化財包蔵地（遺跡） 

調査範囲における埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の状況は、表4-37及び図4-21に示すとお

りである。 

対象事業計画地には、埋蔵文化財包蔵地（遺跡）はない。 

 

表4-37 埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の状況 

番号 名称 所在地 

1 下大倉館跡 青葉区大倉古館 

2 東沢目遺跡 青葉区大倉字大原，東沢目 

3 野川遺跡 青葉区熊ヶ根字町 

4 萱場遺跡 青葉区大倉字萱場 

5 大原新田遺跡 青葉区大倉字大原新田 

6 大原館跡 青葉区大倉字大原 

7 成館跡 青葉区芋沢字駒込 

8 蒲沢山遺跡 青葉区赤坂2・3丁目 

9 北原街道Ｂ遺跡 青葉区上愛子字北原道上 

10 平治遺跡 青葉区上愛子字平治 

11 御殿館跡 青葉区上愛子字塩柄・宮下・神明・月見 

12 観音堂遺跡 青葉区下愛子字観音堂 

13 想海塚 青葉区下愛子字勘太1番地 

14 芦見遺跡 青葉区錦ケ丘6・7丁目 

15 谷津A遺跡 青葉区錦ヶ丘9丁目 

注）番号は、図4-21に対応する。 

出典：「仙台市の遺跡」（令和 4 年 4 月閲覧、仙台市ホームページ） 
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図4-20 指定文化財の分布状況  

注）図中の番号は、表4-33～表4-36に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-21 埋蔵文化財包蔵置（遺跡）の分布状況  

注）図中の番号は、表4-37に対応する。 

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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4.8 その他の指定状況 

（１）用途地域の指定状況 

調査範囲における用途地域の設定状況は図4-22に示すとおりである。 

対象事業計画地に用途地域の設定はない。 

 

（２）法令等に基づく指定・規制 

調査範囲における関連する主な関係法令は、表4-38に示すとおりである。 
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表4-38 本計画地に関する関係法令の指定、規制等 

関係法令 指定状況及び規制基準の内容 参照図表 

仙台市環境基本条例 

環境の保全及び創造について、基本理念を定め、並びに市、事業者及び市

民の責務を明らかにするとともに、環境の保全及び創造に関する施策の基

本となる事項を定めている。 

- 

仙台市環境影響評価 

条例 

環境影響評価及び事後調査に関する手続き等を定めることにより、環境の

保全及び創造の見地から適正な配慮がなされることを期し、現在及び将来

の世代の市民の健康で安全かつ快適な生活の確保に寄与することを目的と

している。 

- 

森林法 

森林計画、保安林その他森林に関する基本的条項を定めて、森林の保続培

養と森林生産力の増進とを図り、国土の保全と国民経済の発展とに資する

ことを目的としている。 

図4-25 

都市計画法 
都市計画の内容及びその決定手続、都市計画制限、都市計画事業、その他

都市計画に関し必要な事項を定めている。 
図4-22 

文化財保護法 

文化財を保護し、かつその活用を図り、もって国民の文化的向上に資する

ことを目的とし、重要文化財の指定、史跡、名勝、天然記念物の指定等が

定められている。  

図4-20 

自然環境保全条例 

自然環境の適正な保全を総合的に推進するとともに、県土の無秩序な開発

を防止し、現在及び将来の県民の健康で文化的な生活の確保に寄与するこ

とを目的としている。 

図4-19 

鳥獣の保護及び管理並

びに狩猟の適正化に関

する法律 

鳥獣保護事業を実施し、狩猟を適正化することにより鳥獣の保護、繁殖、

有害鳥獣の駆除及び危険の防止を図り、生活環境の改善及び農林水産業の

振興に資することを目的としている。 

図4-24 

砂防法 

豪雨時における山崩れ、河床の浸食等の減少に伴う不安定な土砂の発生及

びその流出による土砂災害を防止することによって、望ましい環境の確保

と河川の治水上、利水等の機能の保全を図ることを目的としている。 

図4-6 

地すべり等防止法 

地すべり及びぼた山の崩壊による被害を除去し、又は軽減するため、地す

べり及びぼた山の崩壊を防止し、国土の保全と民生の安定に資することを

目的としている。 

図4-7 

急傾斜地の崩壊による

災害の防止に関する法

律 

急傾斜地の崩壊による災害から国民の生命を保護するため、急傾斜地の崩

壊を防止し、その崩壊に対して警戒避難体制を整備する等の措置を講じ、

民生の安定と国土の保全とに資することを目的としている。 

図4-8 

景観法 

良好な景観の形成を促進するため、景観計画の策定その他の施策を総合的

に講ずることにより、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊かな生

活環境の創造及び個性的で活力ある地域社会の実現を図ることを目的とし

ている。 

- 

広瀬川の清流を守る 

条例 

広瀬川の清流を守るため市長、事業者及び市民のそれぞれの責務を明らか

にするとともに、自然的環境の保全等に関し必要な事項を定めている。 
図4-23 

杜の都の環境をつく

る条例 

杜の都の環境を作るため市長、事業者及び市民の責務を明らかにするとと

もに、緑化の推進、緑地の保全等に関し必要な事項を定めている。 
- 

杜の都の風土を育む 

景観条例 

杜の都の風土を育む調和のとれた魅力的な景観の形成に関し、施策の基本

となる事項その他必要な事項を定めている。景観形成に影響を及ぼす大規

模建築物等の建築に関する指針を定めている。この条例に基づき、平成 17

年 10月 1 日に宮城野通地区が「宮城野通景観形成地区」に指定されてい

る。 

- 

屋外広告物条例 

屋外広告物に関し、良好な景観を形成し、及び風致を維持し、並びに公衆

に対する危害を防止することを目的に、屋外広告物が適正に掲出されるよ

う、屋外広告物のルールを定めている。 

- 

仙台市地区計画の区

域内における建築物

の制限に関する条例 

地区計画の区域内の建築物に関する制限を定めることにより、適切かつ合

理的な土地利用を図り、良好な都市環境を確保することに関する必要な事

項を定めている 

- 
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図4-22 用途地域図  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-23 広瀬川の清流を守る条例の指定状況  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-24 鳥獣保護区の指定状況  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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図4-25 保安林の指定状況  

対象事業計画地は既設処分場として許可を得ている範囲を除いたものである。 
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（３）行政計画・方法等 

ａ）仙台市基本計画 

仙台市基本計画においては、「挑戦を続ける、新たな杜の都へ」をまちづくりの理念

としている。目指す都市の姿として、環境、共生、学び、活力の視点から、表4-39に示

すように4つ目指す都市の姿の実現を目指している。また、その実現に向け、表4-40に示

す重点的に取り組む8つの「チャレンジプロジェクト」を掲げ、SDGsの達成への貢献も合

わせてプロジェクトの推進を目指している。 

 

表4-39 目指す都市の姿 

都市個性 実現のための方向性 

環境 
 

⾃然と都市

機能が調和

した都市環

境 

杜の恵みと共に暮らすまちへ 

 

・「杜の都」の豊かな自然と、市民の暮らしや都市機能が調和した、世

界に通用する風格を備え、住みよさを実感できるまち 

・「仙台防災枠組2015-2030」の採択地にふさわしく、自然と人の力を活

かした災害対応力を備え、国内外の防災力の向上に貢献できるまち 

共生 

 

市民の力で

築き上げて

きた共生社

会 

多様性が社会を動かす共生のまちへ 

 

・心と命を守る支えあいのもと、多様性が尊重され、包摂される、誰も

が安心して暮らすことができるまち 

・一人ひとりが持つ多様な価値観・経験を、社会全体がより良い方向に

進むための力に変えるまち 

学び 

 

一人ひとり

の成長につ

ながる学び

の風土 

学びと実践の機会があふれるまちへ 

 

・子どもたちが、個性を尊重されて健やかに育つことができ、地域に対

する親しみと学ぶ喜びを実感できるまち 

・すべての人に成長の機会があふれ、次の仙台をつくる担い手が育ち、

東北や世界の未来にも貢献できる人材を次々と輩出する学びとチャレ

ンジのまち 

活力 

 

東北におけ

る交流と経

済の広域拠

点 

創造性と可能性が開くまちへ 

 

・企業や起業家等を惹きつけるとともに、新たな価値を生む創造性が開

かれ、地域経済の活性化や社会的課題の解決、東北の活力につながる

まち 

・東北と世界を結びつけるハブとしての機能を持つ都市として、グロー

バルな経済活動や、誰もが楽しめる多彩な交流が生まれるまち 

出典：「仙台市基本計画2021-2030」(令和3年3月、仙台市) 
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表4-40 チャレンジプロジェクト 

プロジェクト 目標 実施の方向性 

杜と水の都 

プロジェクト 

「杜の都」の風土と文

化に巡りあえる都市空

間をつくる 

・「杜の都」の象徴となる都心空間をつくる 

・みどりを楽しめる生活空間をつくる 

・水辺を楽しめる親水空間をつくる 

防災環境都市 

プロジェクト 

持続可能でしなやかな

都市環境をつくる 

・防災・減災の備えを日常生活に織り込む 

・環境負荷の低い生活・ビジネススタイルを

定着させる 

・都市インフラの持続可能性を高める 

心の伴走 

プロジェクト 

多様性を尊重し、あら

ゆる人が安心して暮ら

せる地域をつくる 

・多様性が尊重される環境をつくる 

・孤立しない、つながる仕組みをつくる 

・心を支える環境をつくる 

地域協働 

プロジェクト 

多様性を力に変える地

域をつくる 

・多様な協働が生まれる基盤をつくる 

・多様な主体の力を地域に活かす 

・地域の交流を活発化させる 

笑顔咲く子ども 

プロジェクト 

子どもたちの未来が広

がる環境をつくる 

・意欲を引き出し、伸ばす教育環境をつくる 

・個性に合わせた成長の機会をつくる 

・子育てを楽しめる環境をつくる 

ライフデザイン 

プロジェクト 

自分らしい生き方が実

現できる環境をつくる 

・まちの至る所で学びと実践の機会がある環

境をつくる 

・誰もが活躍できる環境をつくる 

・ライフステージに合わせた健康を支える 

TOHOKU 未来 

プロジェクト 

世界に発信できる東北

発のイノベーションを

生み出す 

・仙台・東北を舞台にイノベーションを生み

出す 

・仙台・東北の産業の成長を支える 

・仙台・東北に世界中から人を呼び込む 

都心創生 

プロジェクト 

人が集い、新しいチャ

レンジが生まれる都心

をつくる 

・投資を呼び込むまちをつくる 

・イノベーションが生まれる都心をつくる 

・まちの回遊性を向上する 

出典：「仙台市基本計画2021-2030」(令和3年3月、仙台市) 
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ｂ）仙台市都市計画マスタープラン 

仙台市都市計画マスタープランは、仙台市の都市づくりに関わる人々と共有しやすい

形で長期的な視点に立って都市の将来像を示し、実現に向けて大きな道筋を明らかにし

ておくことを目的としており、市域全体を対象区域とし、計画期間は2021（令和3）年度

～2030（令和12）年度である。 

都市づくりの目標像として「「選ばれる都市へ挑戦し続ける“新たな杜の都”」～自

然環境と都市機能が調和した多様な活動を支え・生み出す持続可能な都市づくり～」を

掲げ、5つの都市づくりの基本方針（表4-41）、都市づくりに係る部門別の方針（表4-42

～表4-43）を設定している。 

表4-41 都市づくりの基本方針 

基本方針１：魅力・活力のある都心の再構築 

・国際競争力を有し、東北と世界を結びつける都市として成長するため、各エリアの特色強

化による都心部の回遊性の向上、近未来技術の活用、イノベーションやトライアルの機会、

居心地の良い憩いや交流の場の創出等を通して、躍動する都心としての魅力・活力の向上

に資する再構築を図ります。 

基本方針２：都市機能の集約と地域の特色を生かしたまちづくり 

・引き続き、持続可能で防災・減災にも資する、機能的・効率的な市街地を形成するため、地

域特性に応じた多様な都市機能の適正な配置を図ります。 

・周辺環境との調和に配慮しながら、地域の特性を踏まえた都市機能の誘導や地域の活性化

に資する、特色あるまちづくりの促進を図ります。 

基本方針３：質の高い公共交通を中心とした交通体系の充実 

・過度に自家用車に依存しない、質の高い公共交通を中心とした交通体系の充実に取り組む

とともに、広域的な交流・連携や、日常生活における移動を支える交通施策を推進します。 

基本方針４：杜の都の継承と安全・安心な都市環境の充実 

・魅力ある「杜の都」を後世においても継承し、自然環境を生かした美しく快適な都市空間の

形成を図ります。 

・生涯を通じて健やかに安全・安心に暮らせるまちとして、市街地の浸水対策等、災害に強い

都市環境の充実を図ります。 

基本方針５：魅力を生み出す協働まちづくりの推進 

・多様な価値観を尊重し合い、地域課題を解決して新たな魅力を生み出すため、市民・事業

者・行政等の多様な主体の協働によるまちづくりの一層の推進を図ります。 

出典：「仙台市都市計画マスタープラン ～都市計画に関する基本的な方針 2021-2030～」 

(令和 3年 3 月、仙台市) 

  



135 

表4-42 都市づくりに係る部門別の方針(1) 

部門 方針 
土地利用 
図 4-26 参照 

(1)市街地ゾーン 

都心：東北をグローバルに牽引する中枢都市として、国際競争力を有し、高

次な都市機能の集積による賑わいと交流、継続的な経済活力を生み出

し続ける躍動する都心を目指し、都心部の再構築を進めるとともに、

回遊性の向上を図り、ウォーカブルな都市空間の形成を推進します。 

広域拠点：泉中央地区および長町地区に「広域拠点」を配置し、都市圏の活

動を支え、生活拠点にふさわしい魅力的で個性ある都市機能の強化・

充実を図ります。また、広域拠点の利便性を生かした都市型居住の推

進を図ります。 

機能拠点：仙台塩釜港周辺地区に「国際経済流通拠点」、国際センター・川

内・青葉山を含む青葉山周辺地区に「国際学術文化交流拠点」を配置

し、都市としての持続的な発展を支える魅力的で個性ある都市機能の

強化・充実を図ります。 

都市軸：東西と南北の地下鉄駅を結ぶ地下鉄沿線を、十文字型の「都市軸」

と位置付け、駅を中心とした土地の高度利用や都市機能の集積を進め

ます。また、交通利便性を生かした快適な居住環境の形成を推進しま

す。 

鉄道沿線：ＪＲ等の鉄道駅を中心に、魅力ある市街地を形成するため、地域

特性を踏まえ都市計画の見直しなどにより、居住機能や暮らしに必要

な都市機能を誘導します。 

郊外居住区域：様々な世代やライフスタイル、地域の実情などに応じて、都

市計画の見直しなどにより生活の質を維持するために必要な都市機

能の確保を図ります。 

工業・流通・研究区域：工業・流通・研究の各機能のさらなる集積と国際的・

広域的な産業機能や研究開発機能の一層の集積を図るとともに、産業

構造の変化に対応した地域産業機能を集積します。また、地域経済を

支える活力ある産業機能の基盤整備を計画的に進めます。 

(2)集落・里山・田園ゾーン 

自然環境保全にも及ぶ農地・農業の持つ多面的な価値を十分に認識しなが

ら、農林業振興や地域活性化により集落の生活環境を維持します。里山地域

は、山地と市街地の緩衝帯として本市の生態系の連続性を支える地域であ

り、保全に努めるとともに、森林などの持続的な利活用、環境と調和した農

林業の振興などを推進します。 

田園地域は、水田の持つ気象緩和機能や保水機能などを保全します。交流

再生区域については、地域の特性を生かした新たな魅力の場を創出し、地域

の歴史や文化、東日本大震災の記憶と経験を国内外へ発信し、継承していき

ます。 

(3)自然環境保全ゾーン 

奥羽山脈や海岸部など、豊かな生態系を支え自然環境を守る区域であり、

本市の自然特性が将来に渡って保持されるよう、自然環境を保全します。 
出典：「仙台市都市計画マスタープラン ～都市計画に関する基本的な方針 2021-2030～」 

(令和 3年 3 月、仙台市) 
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出典：「仙台市都市計画マスタープラン ～都市計画に関する基本的な方針 2021-2030～」 

(令和 3年 3 月、仙台市) 

図4-26 土地利用方針図 
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表4-43 都市づくりに係る部門別の方針(2) 

部門 方針 
交通 (1)質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実 

①公共交通の利便性向上と暮らしを支える移動手段の確保 

②「かしこく移動」するライフスタイルの促進 

(2)賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築 

①都心の回遊性の向上に向けた交通環境づくり 

②多様な活動を支える都心の交通環境づくり 

(3)多様な都市活動を支える交通政策の推進  

①経済・交流を支える交通環境の形成 

②安心・安全な交通環境の形成 

③新技術等の積極的な活用 
緑・景観 (1)みどり豊かな空間の形成と保全 

①みどりと水による潤いある都市空間の形成 

②杜の都にふさわしい都心のみどりあふれる都市空間の形成と 

利活用 

(2)公園・緑地・水辺の形成と保全 

①公園の整備と利活用 

②緑地の保全 

③水辺の空間整備と利活用 

(3)良好な都市景観の形成 

①「杜の都」の風土を育む景観の形成 

②歴史や文化・伝統などを生かした景観の形成 

③市民協働による景観づくり 
防災・環境 (1)災害に強い強靭な都市の構築 

①都市施設などの防災・減災機能の強化 

②浸水対策の推進 

③建築物の防災・減災対策 

④宅地の防災・減災対策 

⑤啓発などによる防災・減災への備え 

(2)安心して暮らせる都市の形成 

①誰にでもやさしい都市 

②防犯に配慮した都市の構築 

③公共施設や都市施設などの設備と適切なマネジメント 

(3)都市環境の保全 

①衛生的な都市環境の維持 

②快適な生活環境の保全 

(4)脱炭素社会の実現に向けた都市づくり 

①環境負荷の小さい都市空間の形成 

②エネルギー効率の高いまちづくり 
協働まちづくり (1)多様な主体によるまちづくりの推進 

①地域主体のまちづくり活動 

②企業・大学などによるまちづくり活動 

③まちづくり活動を担う人材育成 

(2)協働まちづくりへの支援 

①まちづくり活動への支援 

②まちづくり情報の発信 
出典：「仙台市都市計画マスタープラン ～都市計画に関する基本的な方針 2021-2030～」 

(令和 3年 3 月、仙台市) 
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ｃ）杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画） 

仙台市の環境の保全と創造に関わる政策・施策の基本的な方向を定めた「杜の都環境

プラン 仙台市環境基本計画2021-2030」(令和年3月、仙台市)は、令和3年度(2021年度)

から令和12年度(2030年度)までの10年間を計画期間としており、表4-44に示すとおり、

目指すべき環境都市像と5つの分野別の環境施策を掲げ、それらを実現するための具体

化に向けて、特に効果的な施策を組み合わせた3つのプロジェクトを設定している(表

4-45参照)。 

また、仙台市を山地地域、西部丘陵地・田園地域、市街化地域、東部田園地域、海浜

地域の5つの地域に区分し、各地域における土地利用の基本的な考え方と環境に配慮す

べき事項を示している。対象事業区域は「西部丘陵地・田園地域」に位置し、表4-46に

示すとおり、環境配慮の指針を示している。 

表4-44 目指す環境都市像と分野別環境施策 

環 境 
都市像 

杜の恵みを活かした、持続可能なまち 
「杜の都」の良好な環境を保全・継承するとともに、 

本市の強みを活かしながら、持続的な発展が可能なまち 

分野別 
の環境 
施策 

脱炭素都市づくり 

① 脱炭素型のまちの構造をつくる 
② 脱炭素型のエネルギーシステムの構築を進める 
③ 環境にやさしい交通への転換を進める 
④ 脱炭素型のライフスタイル・ビジネススタイルを定着させる 
⑤ 気候変動によるリスクに備える 

自然共生都市づく
り 

① 豊かな自然環境と多様な生きものを守る 
② 恵み豊かな里地里山を活性化させる 
③ グリーンインフラをまちづくりに活かす 
④ 自然や生きものへの愛着をはぐくむ 

資源循環都市づく
り 

① 資源を大切に使う行動を定着させる 
② 資源の有効利用を進める 
③ 廃棄物の適正な処理体制を確保する 

快適環境都市づく
り 

① 健康で快適な生活環境を保全する 
② 開発事業等における自主的な取り組みを促進する 
③ 地域の環境資源を活かした魅力的なまちづくりを進める 

行動する人づくり ① 環境にやさしい行動の輪を広げる 
② 環境にやさしいライフスタイル・ビジネススタイルを定着させる 

出典：「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」(令和 3年 3 月、仙台市) 

  



139 

表4-45 重点的な取り組み 

プロジェクト 取り組みの方向 

輝く！グリーン＆クリ

ーン都市プロジェクト 

・グリーンビルディング等の環境にやさしい建築物の整備の促進 

・事業者と連携した環境にやさしいビジネスの推進 

・みどりを活用した、歩きたくなる魅力的な都市空間の創出 

つながる！エネルギー

循環プロジェクト 

・木質バイオマスの利用促進 

・廃棄物系バイオマスの利用促進 

・3E（省エネ・創エネ・蓄エネ）の普及拡大 

広がる！エコアクショ

ンプロジェクト 

・「杜の都スタイル」の普及拡大 

・効果的な環境教育・学習の推進 

・生物多様性保全推進事業の推進 

出典：「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」(令和 3年 3 月、仙台市) 

 

表4-46 土地利用における環境配慮の指針 

西
部
丘
陵
地
・
田
園
地
域 

基
本
的
な
考
え
方 

本地域は、山地地域に連なり、都市近郊にあって豊かな自然環境を有している地域であり、

太白山県自然環境保全地域や権現森、蕃山・斎勝沼緑地環境保全地域等を含んでいる。また、

この地域は、集落とそれをとりまく森林や農地、ため池等で構成され、多様な機能を有する

里地里山の環境を形成している。 
里地里山には、絶滅危惧種などの希少な動植物が多く生育・生息するため、本地域は、本

市の生物多様性を保全する上で重要な地域である。また、美しい里地里山の景観の保全や、

二酸化炭素の吸収源確保、土砂災害や洪水防止機能等の面からも重要であり、都市的な土地

利用への転換にあたっては、慎重な対応が求められる。 
また、里地里山は、人が自然との関わりを持つことで形成、維持されてきた環境であるこ

とから、森林や農地の適切な維持管理を進めるとともに、木材等の供給や自然とのふれあい

の場として積極的に活用していくことが求められる。 

環
境
配
慮
の
指
針 

・本市の生物多様性の連続性を支えるとともに、二酸化炭素吸収や水源涵養、土砂災害防止

など多様な機能を有する重要な地域であることから、保全に努め、開発事業等はできる限

り回避する。 
・希少な生きものの生育・生息地や植生自然度の高い森林、地域住民に親しまれている自然

環境等については、原則として保全を図る。やむを得ず開発事業等を行う場合は、できる

限り改変面積を小さくするとともに、動物の移動経路となる緑のネットワークを確保する

など、環境への影響を最小限とするよう努める。また、環境への影響を回避・低減するこ

とが困難な場合は、代償措置を実施する。 
・森林や農地の適切な維持管理に努めるとともに、環境と調和した農林業等を実施する。ま

た、森林資源等の持続的な利用を進める。 
・農薬や化学肥料の使用低減に努めるなど、生物多様性や周辺環境に配慮した農業を進め

る。 
・良好な里地里山の環境に生育・生息する動植物の保全に努めるとともに、生物多様性に配

慮した緑化に努める。 
・畜産業や林業等により発生する未利用のバイオマスについて、堆肥化や燃料化により、有

効活用を図る。 
・森林保全活動や体験型農園など、自然とのふれあいの機会の創出に努める。 
・きれいな空気や水、静穏な音環境などの良好な生活環境や、地域に根差した歴史・文化、

原風景等の保全に努める。また、これらの魅力を発信し、自然とのふれあいの場や環境教

育・学習の場として活用するなど、地域資源の価値を高める。 
・野生動物との適切な関係を保つため、果樹や野菜、生ごみなどを適切に管理する、動物が

隠れやすい藪を刈るなど、野生動物を人里に引き寄せないように努める。 
出典：「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」(令和 3年 3 月、仙台市) 
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ｄ）仙台市みどりの基本計画 

「緑の基本計画」は、都市緑地法第4条及び杜の都の環境をつくる条例第10条に基づく、

みどりの都市像や施策について定めるみどりのまちづくりの総合的な計画であり、令和

3年度(2021年度)から令和12年度(2030年度)までの10年間を計画期間としている。 

仙台市みどりの基本計画では、「百年の杜づくりで実現する新たな杜の都 ～みどり

を育むひと、みどりが育むまち～」を基本理念として、5つの基本方針を定め、施策を推

進することとしている。仙台市みどりの基本計画の5つの基本方針と施策の柱は表4-47

に示すとおりである。 

表4-47 仙台市みどりの基本計画の基本方針と施策 

基本方針 施策の柱 

みどりと共生するまち 

・みどりを生かした防災・減災を進める 

・みどりにより、健全な水循環を維持・増進する 

・都市のみどりをつなぎ、豊かな生態系を育む 

・みどりを資源として循環させる 

みどりで選ばれるまち 
・みどりで人、企業を惹きつける 

・みんながみどりを享受できるまちをつくる 

みどりを誇りとするまち 
・杜の都にふさわしいみどりを充実させる 

・歴史と文化の香るみどりを守り、継承する 

みどりとともに人が育つまち 
・暮らしの質を高める身近なみどりを充実させる 

・みどりにより健やかな心身を育む 

みどりを⼤切にするまち 
・みどりの持続可能な管理体制を構築する 

・悠久の百年の杜を発信する 

出典：「仙台市みどりの基本計画 2021-2030」(令和 3年 6月、仙台市) 
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ｅ）仙台市地球温暖化対策推進計画 

仙台市地球温暖化対策推進計画は、地球温暖化の推進に関する法律に基づく地方公共

団体実行計画（区域施策編）及び気候変動適応法に基づく地域気候変動適応計画の2つの

計画として定めている。また、「仙台市地球温暖化対策等の推進に関する条例」に基づ

く推進計画であるほか、「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画2021-2030」(令和3年

3月、仙台市)における個別計画としても位置づけられている。 

計画の目標は、中期目標が「令和12年度(2030年度)における温室効果ガス排出量を平

成25年度(2013年度)比で35%以上削減（森林等による吸収量を含む）」、長期目標が「令

和32年(2050年)温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す」としている。 

実施施策の体系は、表4-48に示すとおり、温室効果ガスの排出抑制施策(緩和策)と気

候変動影響への適応施策(適応策)を２つの大きな柱としている。 

表4-48 緩和策と適応策の体系 

温室効果ガ

スの排出抑

制施策 

(緩和策) 

① 脱炭素社会に向けた持続的で効率的なまちづくりを進める 

② 3E（省エネ・創エネ・蓄エネ）の普及・エネルギーの最適利用を推進する 

③ 環境にやさしい交通への転換を進める 

④ 持続可能な資源循環都市を目指した取り組みを進める 

⑤ 環境を意識したライフスタイル・ビジネススタイルを定着させ行動を促す 

⑥ 地域経済と環境の好循環を生み出す 

気候変動影

響への適応

施策 

(適応策) 

① 気候変動が農業や自然環境に及ぼす影響を把握し適応する 

② 自然災害による被害を最小限に抑える 

③ 健康に与える影響を把握し軽減する 

④ 事業活動・生活環境におけるリスクに備える 

出典：「仙台市地球温暖化対策推進計画 2021-2030」(令和 3 年 3 月、仙台市) 

 
 


